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つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
価
格

の
上
昇
に
伴
い
、
３
．
０
％
程
度
の
上

昇
率
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
国
の
令
和
５
年
度
当
初
予
算
は
、
令

和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
と
一
体
と

し
て「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
２
２
」に
沿
っ
て
、
足
元
の

物
価
高
を
克
服
し
つ
つ
、
経
済
再
生
の

実
現
に
向
け
、
人
へ
の
投
資
、
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
、
Ｇ
Ｘ
、
Ｄ
Ｘ
と
い
っ
た
成
長
分

野
へ
の
大
胆
な
投
資
、
少
子
化
対
策
・

こ
ど
も
政
策
の
充
実
等
を
含
む
包
摂
社

会
の
実
現
等
に
よ
る
新
し
い
資
本
主
義

の
加
速
や
、
外
交
・
安
全
保
障
環
境
の

変
化
へ
の
対
応
、
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
等
の
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
を
重
点
施
策
と
し
て
、
更
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
お
よ
び
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
対
策
予
備
費
を
４
兆

円
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
経
済
緊
急
対
応

予
備
費
１
兆
円
が
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
歳
出
に
つ
い
て
は
、
72
兆
７
，

３
１
７
億
円（
５
兆
３
，５
７
１
億
円
増
）

と
な
り
、
こ
れ
に
地
方
交
付
税
16
兆
３
，

９
９
２
億
円（
５
，
１
６
６
億
円
増
）お

よ
び
国
債
費
25
兆
２
，
５
０
３
億
円
を

「チームしほろ“農村ユートピア”２世紀へ」
町民誰もが安心・安全、生きがいを実感できる

「真に豊かな農村しほろ」を目指して

　３月３日に開会した第１回定例町議会において、髙木康弘町長が
町政執行方針を述べました。内容は次のとおりです。

令和５年度

加
え
た
歳
出
総
計
は
、
令
和
４
年
度
当

初
予
算
に
対
し
て
６
．
３
％
増
の
１
１

４
兆
３
，
８
１
２
億
円
と
当
初
予
算
と

し
て
は
11
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新

し
、
１
０
０
兆
円
超
え
が
５
年
連
続
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

Ⅱ　
町
政
運
営
の
基
本

　
こ
の
よ
う
な
国
の
経
済
、
財
政
の
動

向
の
中
に
あ
っ
て
、
町
の
行
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ

令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
を
行
っ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
財
政
の
健

全
化
に
一
層
留
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
、
認
識
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
私
の
任
期
の
２
年

目
、「
チ
ー
ム
し
ほ
ろ“
農
村
ユ
ー
ト
ピ
ア
”

２
世
紀
へ
」を
テ
ー
マ
に
、
引
き
続
き
、

第
６
期
町
づ
く
り
総
合
計
画（
後
期
）、

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
推
進
と
あ
わ
せ
、
第
７
期
行

政
改
革
推
進
大
綱
を
踏
ま
え
、
効
率
的

か
つ
計
画
的
な
行
財
政
運
営
に
留
意
し

つ
つ
、
地
域
の
人
・
産
業
・
資
源
を
活

町 政 執 行 方 針

Ⅰ　
は
じ
め
に�

　
我
が
国
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
み
つ
つ

あ
る
中
、
緩
や
か
な
持
ち
直
し
が
続
い

て
い
る
一
方
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
を
背
景
と
し
た
国
際
的
な

原
材
料
価
格
の
上
昇
や
円
安
の
影
響
等

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
価
格
の
高

騰
、
欧
米
各
国
の
金
融
引
締
め
に
よ
る

世
界
的
な
景
気
後
退
懸
念
な
ど
、
我
が

国
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
厳
し
さ

が
増
し
て
い
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
経
済
を
民
需
主
導

の
持
続
的
な
成
長
経
路
に
乗
せ
て
い
く

た
め
、「
物
価
高
・
円
安
へ
の
対
応
」、「
構

造
的
な
賃
上
げ
」、「
成
長
の
た
め
の
投

資
と
改
革
」を
重
点
分
野
と
す
る「
物
価

高
克
服
・
経
済
再
生
実
現
の
た
め
の
総

合
経
済
対
策（
令
和
４
年
10
月
28
日
閣

議
決
定
）」を
策
定
し
、
令
和
４
年
度
第

２
次
補
正
予
算
が
執
行
さ
れ
、
こ
の
結

果
、
令
和
４
年
度
の
実
質
国
内
総
生
産

（
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）成
長
率
は
１
．
７
％
程

度
、
名
目
国
内
総
生
産（
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

成
長
率
は
１
．
８
％
程
度
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
消
費
者
物
価（
総
合
）に
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か
し
た「
活
力
の
あ
る
町
」と
、
町
民
誰

も
が
安
心
・
安
全
、
生
き
が
い
を
実
感

で
き
る「
真
に
豊
か
な
農
村
し
ほ
ろ
」を

目
指
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

Ⅲ　
主
要
施
策

地
域
産
業
の
活
性
化
に
よ
り
、

多
様
な
雇
用
を
創
出

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
め
ぐ
っ
て

は
、
令
和
４
年
度
は
夏
場
の
天
候
不
順

で
多
く
の
作
物
で
収
量
と
品
質
が
低
下
、

酪
農
は
生
産
抑
制
を
求
め
ら
れ
、
肥
料

や
飼
料
と
い
っ
た
生
産
費
の
高
騰
が
経

営
を
大
き
く
圧
迫
し
、
か
つ
て
な
い
厳

し
い
状
況
で
し
た
が
、
十
勝
の
農
業
生

産
額
は
、
３
，
４
９
４
億
円（
概
算
値
）

で
過
去
３
番
目
と
な
り
、
十
勝
農
業
の

底
力
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

生
産
者
・
関
係
機
関
の
こ
れ
ま
で
の
努

力
に
敬
意
を
表
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
世
界
の
食
料
需
給
を
巡

る
リ
ス
ク
の
顕
在
化
へ
の
対
応
や
農
業

の
持
続
可
能
な
成
長
産
業
化
を
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
の
生
産
性
の
高
い
士
幌
型

農
業
に
加
え
て
、
令
和
２
年
度
に
ス
タ

ー
ト
し
た
国
の「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」の
主
旨
を
踏
ま
え
、
農
業
・

農
村
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
し
な
が
ら
、

・
消
費
者
と
食
・
農
と
の
つ
な
が
り
の

深
化

・
担
い
手
の
育
成
・
確
保

・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
加
速
化

・
持
続
可
能
な
農
業
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
推
進

な
ど
の
取
り
組
み
を
農
業
振
興
対
策
本

部（
審
議
会
・
執
行
部
会
）が
中
心
と
な

っ
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、農
業
基
盤
整
備
事
業（
国
営
・

道
営
）の
推
進
の
ほ
か
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
事
業（
全
町
９
地
区
）を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
景
気
低
迷
や
消
費
流
出
に
加

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
商
工

業
を
取
り
巻
く
環
境
も
一
層
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
小
規
模
企
業
振
興

基
本
条
例
に
基
づ
き
、
商
工
会
と
連
携

し
、
地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
お
よ

び
町
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

人
の
流
れ
を
増
や
し
、�

住
環
境

を
充
実
さ
せ
、
移
住
・
定
住
を

促
す

　
本
町
の
３
つ
の
観
光
拠
点
施
設
の
入

込
数
は
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
ピ
ア
21
し
ほ

ろ
外
構
整
備
基
本
構
想
、
プ
ラ
ザ
緑
風

再
整
備
基
本
構
想
に
基
づ
き
機
能
ア
ッ

プ
や
再
整
備
を
推
進
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
７
月
に
町
内
全
域
で
完

成
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
活
か
し
た
旧

小
学
校
閉
校
施
設
等
利
活
用
に
よ
る
企

業
誘
致
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
利
用
、

農
園
付
き
住
宅
に
よ
る
二
地
域
居
住
を

促
進
し
ま
す
。

　
更
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
開
始
し
た

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援
事
業
に
加
え
、

新
た
に
、
賃
貸
住
宅
家
賃
へ
の
助
成
を

行
う
定
住
ス
タ
ー
ト
応
援
事
業
お
よ
び

奨
学
金
返
還
支
援
事
業
に
よ
っ
て
移
住
・

定
住
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の

支
援
を
充
実

　
本
町
で
結
婚
し
生
活
を
送
る
こ
と
を

町政執行方針

希
望
す
る
人
た
ち
が
増
え
る
よ
う
、
結

婚
に
つ
な
が
る
出
会
い
の
場
を
充
実
さ

せ
ま
す
。

　
ま
た
、
改
正
児
童
福
祉
法
に
よ
り
組

織
を
見
直
し
、
全
て
の
妊
産
婦
、
子
育

て
世
帯
、
子
ど
も
へ
一
体
的
に
相
談
支

援
を
行
う『
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
』の

令
和
６
年
度
か
ら
の
開
設
に
向
け
て
準

備
を
進
め
ま
す
。

　
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的
な
負
担
の

軽
減
と
し
て
、
新
た
に
小
学
校
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
給
食
費
の

完
全
無
償
化
を
図
り
、
更
な
る
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
次
に
、
平
成
20
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

た
認
定
こ
ど
も
園
で
す
が
、
少
子
化
が

進
む
中
に
あ
っ
て
も
３
歳
未
満
児
の
入

園
が
増
加
し
て
い
る
現
状
と
施
設
の
老

朽
化
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
度
末
の
改

築
整
備
完
成
に
向
け
、
基
本
計
画
・
基

本
設
計
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
全
国
的
に
子
供
の
虐
待
や
事

故
の
頻
発
、
子
ど
も
の
貧
困
と
言
わ
れ

る
事
態
を
大
変
憂
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
令
和
５
年
度
か
ら
拡
充
す
る

子
育
て
短
期
支
援
事
業
な
ど
も
活
用
し
、

地
域
を
挙
げ
て
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
、
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町
・
教
育
委
員
会
・
児
童
相
談
所
・
警

察
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
を
つ
く
る

　
国
の
社
会
保
障
制
度
が
見
直
さ
れ
る

中
に
あ
っ
て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

推
進
に
お
い
て
は
、
よ
り
き
め
の
細
か

い
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
健
康
格
差

の
縮
小
を
基
本
目
標
に
、
誰
も
が
健
や

か
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
令

和
５
年
度
よ
り
50
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
帯
状
疱
疹
の
発
症
お
よ
び
重
症
化

を
予
防
す
る
た
め
、
任
意
予
防
接
種
で

あ
る
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
に
か
か
る
費

用
の
一
部
助
成
を
行
う
な
ど
、
引
き
続

き
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
各
種
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
法
上
の
分
類
が

５
月
か
ら
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
じ「
５
類
」に
引
き
下
げ
ら
れ
る
予

定
で
、
医
療
費
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
全

額
公
費
負
担
か
ら
将
来
的
に
は
一
部
自

己
負
担
に
変
わ
っ
て
い
く
見
通
し
で
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
町
立
国
保
病
院
等
で
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
の

福
祉
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、「
第
４

期
地
域
福
祉
計
画
」「
第
８
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」お
よ
び「
第
６
期
障
が
い
福

祉
計
画
・
第
２
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
」

の
最
終
年（
３
年
目
）と
な
り
ま
す
が
、

福
祉
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
計
画

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
介
護
予
防
の
充
実
に
よ
る
保
険
料

の
抑
制
、
制
度
の
安
定
お
よ
び
町
内
の

施
設
等
の
人
材
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
士
幌
町
障
が
い
者
支
援
の
会
」に
よ
り

「
障
が
い
者
総
合
施
設
」を
拠
点
と
し
て
、

各
種
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
に
お
い
て
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
連
携
し
な
が
ら
機
能
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
更
に
、
地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
福
祉
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、
全
地
域
で
展
開
さ

れ
て
い
る「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」、「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

や「
た
す
け
愛
」な
ど
、
地
域
で
支
え
合

う
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
て
は
、
高

齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保
が
重
要
な
要

素
で
あ
り
ま
す
が
、
市
街
地
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
と
併
せ
、
高

齢
者
等
移
動
支
援
事
業
に
よ
る
ハ
イ
ヤ

ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
次
に
、
地
域
医
療
に
関
し
て
で
す
が
、

医
師
・
看
護
師
不
足
、
診
療
報
酬
の
改

定
な
ど
に
よ
り
、
自
治
体
病
院
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
国
保
病
院
は
町
内
唯
一
の
医
療
機
関

で
あ
り
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
包
括

す
る「
福
祉
村
」の
中
核
施
設
と
し
て
の

役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
あ
わ
せ
、
経
営
改
善
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
一
般
会
計
か
ら
３
億
５
，
０
０

０
万
円
超
の
繰
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
に
お
い
て「
町
立
病
院
改

革
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
入
院
50
床
と

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
に

お
い
て
、
行
政
改
革
の
重
点
項
目
と
し

て
人
口
構
造
や
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化
を

踏
ま
え
つ
つ
、
医
療
機
能
や
経
営
形
態

を
含
め
た
議
論
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、「
福
祉
村
」内
の
各
施
設
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」の
深
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
一
層
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
次
に
、
世
界
的
な
気
候
変
動
が
引
き

起
こ
す
自
然
災
害
の
頻
発
・
激
甚
化
に

よ
り
町
民
の
生
命
・
財
産
を
脅
か
す
リ

ス
ク
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
防
災
・

減
災
の
対
策
や
千
島
・
日
本
海
溝
巨
大

地
震
が
近
い
将
来
発
生
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
中
で
の
事
前
防
災
の
重
要
性

な
ど
、
今
後
に
お
い
て
も
自
然
災
害
へ

の
対
応
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
防
災
計
画
に
よ
り
、
防
災
備
蓄

品
の
整
備
や
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
前
年

度
よ
り
自
主
防
災
組
織
の
活
動
支
援
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
防
災
行
政
無
線
と
令
和
４
年
度

よ
り
運
用
を
開
始
し
た「
士
幌
町
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」に
よ
る
更
な
る
情
報
発
信
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と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
の
併
用
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
防
災
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の

定
め
る「
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」の

資
格
を
有
し
、
防
災
危
機
管
理
に
お
け

る
専
門
的
な
知
識
と
災
害
対
応
な
ど
の

豊
富
な
経
験
に
よ
り
、
災
害
に
対
す
る

備
え
や
災
害
発
生
時
の
的
確
な
状
況
判

断
な
ど
、
防
災
体
制
の
更
な
る
充
実
を

図
る
た
め「
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」を
配

置
い
た
し
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
士
幌
の�

�

実
現

　
地
球
温
暖
化
は
、
我
が
国
、
そ
し
て

世
界
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。
２
０
５
０
年
ま
で
の
脱
炭
素

社
会
の
実
現
を
見
据
え
て
、
昨
年
６
月

に「
士
幌
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
４
年

度
は
、
士
幌
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

推
進
協
議
会
の
中
で
、
２
０
３
０
年
、

２
０
５
０
年
に
向
け
た
温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｃ
Ｏ
２
）削
減
量
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
目
標
の
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
国
や
道
の
様
々
な
補
助
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
町
内
の
事
業
者
、
住
民

と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
の��

推
進

　
町
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
役
場

組
織
の
機
構
改
革
を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
庁
内
組
織
と
連
動
し
て
、
町

民
会
議
や
地
方
創
生
推
進
会
議
な
ど
、

町
民
や
関
係
機
関
・
学
識
経
験
者
に
も

広
く
参
画
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
推
進

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
広
聴
活
動
と
積
極
的
な
情
報

発
信
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
広

報
し
ほ
ろ
・
役
場
だ
よ
り
で
の
月
１
回

の
発
信
、
春
と
秋
の
町
づ
く
り
懇
談
会
、

ユ
ー
ト
ピ
ア
メ
ー
ル
に
加
え「
し
ほ
ろ

み
ら
い
ト
ー
ク
」と「
士
幌
町
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
」の
積
極
的
な
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
次
に
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
の
取

り
組
み
で
あ
り
ま
す
が
、

　
国
の
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、

地
方
交
付
税
は
18
兆
３
，
６
１
１
億
円

（
３
，
０
７
３
億
円
・
１
．
７
％
増
）と

な
っ
た
も
の
の
、
臨
時
財
政
対
策
債
は

９
，
９
４
６
億
円（
７
，
８
５
９
億
円
・

44
．
１
％
減
）と
大
幅
に
減
額
と
な
り
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
見
極
め
な

が
ら
、
よ
り
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
財

政
運
営
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
新
た
な
財
源
の
確
保
の
一
端

を
担
っ
て
い
る
本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
返
礼
品
を
準
備
い
た
だ
い
て
い
る

Ｊ
Ａ
士
幌
町
や
各
事
業
者
の
ご
協
力
に

よ
り
年
々
増
加
し
、
令
和
３
年
度
約
４

億
円
、
令
和
４
年
度（
見
込
）は
約
５
億

円
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
度

よ
り
開
始
し
ま
し
た
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
含
め
た
寄
附
実
績
の
着
実
な
増

加
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
士
幌
町
の
魅

力
を
発
信
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用

し
、
更
な
る
地
域
好
循
環
を
目
指
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
町
の
担
う
事
務

事
業
が
多
い
こ
と
と
あ
わ
せ
、
経
常
収

支
比
率
が
高
い（
令
和
３
年
度
決
算
85
．

６
％
）、
状
況
に
あ
り
ま
す
。
第
７
期

行
政
改
革
推
進
大
綱
の
着
実
な
実
施
に

よ
り
、
健
全
な
財
政
運
営
に
一
層
留
意

を
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

町政執行方針

Ⅳ　
む
す
び
に

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
と
い
う
新
し
い
時
代

に
お
い
て
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
挑

戦
し
続
け
る
こ
と
で
、
更
に
大
き
く
飛

躍
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
士
幌
町
の
未
来
を

切
り
拓
い
て
い
く
た
め
、
全
力
で
町
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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Ⅱ　
重
点
施
策

１�

学
校
教
育

　
学
校
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が

こ
れ
か
ら
の
変
化
が
激
し
い
社
会
の
一

員
と
し
て
自
立
し
、
た
く
ま
し
く
生
き

て
い
く
た
め
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る

資
質
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
小
・
中
学

校
に
つ
い
て
は
、
義
務
教
育
９
年
間
を

見
通
し
た
系
統
的
で
継
続
的
な
指
導
の

更
な
る
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
影
響
を
与

え
る
中
、
感
染
対
策
に
取
り
組
み
つ
つ
、

新
し
い
時
代
の
学
び
の
実
現
に
向
け
た

環
境
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
た
確
か
な
学
力

・
学
力
向
上

　
学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
等
の
各
種
検
査
結
果
を

検
証
・
分
析
し
、
具
体
的
な
改
善
策
に

結
び
つ
け
る
系
統
的
で
継
続
的
な
取
り

組
み
を
全
校
体
制
で
行
う
と
と
も
に
、

学
校
間
で
情
報
を
交
流
・
共
有
す
る
こ

Ⅰ　
は
じ
め
に

　
教
育
基
本
法
は
、「
教
育
は
、
人
格
の

完
成
を
目
指
し
、
平
和
で
民
主
的
な
国

家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な

資
質
を
備
え
た
心
身
と
も
に
健
康
な
国

民
の
育
成
を
期
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」と
、
そ
の
目
的
と
基
本
理

念
を
明
確
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
理
念
を
踏
ま
え
、
町
民
の
信
頼

と
期
待
に
応
え
る
た
め
に
必
要
な
教
育

環
境
を
整
備
し
、
教
育
の
質
を
高
め
て

い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
令

和
３
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る「
士
幌
町
教
育
振
興
基
本
計
画
」に

基
づ
き
、
教
育
施
策
の
総
合
的
・
計
画

的
な
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
日
の
社
会
は
、
人
口
の
減
少
、
少

子
高
齢
化
に
加
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

産
業
構
造
の
変
化
な
ど
数
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
人
工
知
能

を
は
じ
め
と
す
る
急
速
な
技
術
革
新
や
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
層
の
推
進
な
ど
に

よ
り
、
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
本
町
の
学
校
教
育
に

お
い
て
は
、
教
育
実
践
の
テ
ー
マ
で
あ

る「
過
去
を
見
直
し
、
今
を
見
極
め
、

先
を
見
据
え
る
教
育
」を
基
調
と
し
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
夢
と
希
望
を
持

っ
て「
生
き
る
力
」を
身
に
つ
け
る
た
め
、

幼
・
小
・
中
・
高
の
異
校
種
間
の
連
携

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
校
は
も
と

よ
り
家
庭
や
地
域
と
連
携
す
る
地
学
協

働
の
取
り
組
み
の
充
実
を
図
り
、「
確
か

な
学
力
・
豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体
」

の
調
和
の
と
れ
た
育
成
と
地
域
の
温
か

い
眼
差
し
の
中
で
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
人
間
性
豊
か
で
創
造
性
に
あ

ふ
れ
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
成
長

す
る
よ
う
充
実
し
た
教
育
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
す

べ
て
の
人
々
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

な
ど
多
様
な
活
動
に
参
加
し
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
心
豊
か
な
生
活
を
営
み
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、
そ
の
成
果
が

活
か
せ
る
生
涯
学
習
社
会
を
展
望
し
つ

つ
、
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　３月３日に開会した第１回定例町議会において、土屋仁志教育長
が教育行政執行方針を述べました。内容は次のとおりです。

令和５年度 教育行政執行方針
「過去を見直し、今を見極め、先を見据える教育」
子ども一人ひとりが夢と希望を持って「生きる力」を
身につけるため、異校種間の連携を推進
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教育行政執行方針

お
い
て
は
、
引
き
続
き
３
名
体
制
の
外

国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）派
遣
や
小
・

中
学
校
連
携
等
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の

外
国
語
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め

て
、「
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
」な
ど
の

外
国
語
能
力
の
一
層
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

・
特
別
支
援
教
育

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
校
内

連
携
会
議
や
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
全
職
員
に
よ
る

特
別
支
援
教
育
の
推
進
体
制
の
充
実
を

図
る
ほ
か
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

要
所
に
配
置
し
て
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
の
能
力
や
可
能
性
を
伸
長
す
る
き
め

細
か
な
指
導
・
支
援
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、
こ
ど

も
園
、
保
育
所
等
の
関
係
機
関
の
連
携

組
織
で
あ
る「
士
幌
町
子
育
ち
支
援
連

携
協
議
会
」で
協
議
し
、
特
別
な
教
育

的
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

に
乳
幼
児
期
か
ら
学
校
卒
業
後
ま
で
一

貫
し
た
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

　
教
科
指
導
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、

児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
、

校
務
の
情
報
化
・
効
率
化
の
３
つ
の
側

面
を
通
し
て
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指

す
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
等
の
整
備
を
計

画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
・
有
効
的

な
活
用
を
通
し
て
、
個
別
最
適
な
学
び

と
協
働
的
な
学
び
の
充
実
を
図
り
、
多

様
な
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出

し
、
新
し
い
時
代
に
必
要
な
資
質
や
能

力
の
育
成
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

・
学
習
サ
ポ
ー
ト

　
長
期
休
業
中
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
は
、

年
を
経
る
ご
と
に
内
容
が
充
実
し
、
支

援
体
制
や
家
庭
と
の
連
携
の
部
分
で
も

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
今
後
も

全
て
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
基
礎

基
本
の
定
着
や
自
ら
学
習
に
臨
む
態
度

の
育
成
等
を
目
指
し
、
更
に
効
果
の
上

が
る
取
り
組
み
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
が
平
成
26
年
３
月
か
ら

開
始
し
た
北
海
道
大
学
の
学
生
に
よ
る

「
学
習
サ
ポ
ー
ト
塾
」に
は
多
く
の
小
・

中
学
生
が
参
加
し
、
学
習
の
み
な
ら
ず
、

読
書
や
運
動
等
を
通
し
て
、
大
学
生
と

楽
し
く
学
ぶ
機
会
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
更
に
充
実
を
図
り
な
が
ら
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

・
教
職
員
研
修
等

　
学
校
教
育
の
成
果
は
、
教
職
員
の
資

質
能
力
と
熱
意
に
よ
る
と
こ
ろ
が
極
め

て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
教
職
員
が
教
師

力
を
高
め
る
機
会
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
研
修
内
容
の
充
実
を
図
り
、
能
力
を

最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
学
校
運
営
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
学
校
教
育
指
導
の
機

会
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
や
主
体
的
・
対
話
的

な
深
い
学
び
に
繋
が
る
授
業
改
善
な
ど

プ
ロ
教
師
と
し
て
の
資
質
能
力
を
磨
く

各
種
の
研
究
会
・
研
修
会
へ
の
参
加
を

積
極
的
に
後
押
し
す
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
教
育
に
対
す
る
信
頼
を

確
保
す
る
た
め
、
教
職
員
の
服
務
規
律

の
徹
底
に
向
け
た
研
修
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
教
職
員
の
時
間
外
勤
務
時

間
の
縮
減
や
校
務
の
ス
リ
ム
化
な
ど
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

優
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ
る
豊
か
な
心

　
子
ど
も
た
ち
が
、
互
い
を
尊
重
し
、

と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
社
会
の
一
員

と
に
よ
っ
て
町
内
全
体
の
学
力
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

　
各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力

向
上
に
向
け
て
、
学
校
改
善
プ
ラ
ン
に

授
業
改
善
を
中
心
と
し
た
組
織
的
な
校

内
研
修
の
充
実
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な

活
用
を
図
っ
た
指
導
な
ど
を
具
体
的
に

位
置
づ
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
臨
時
教
諭
等
の
配
置

　
士
幌
町
立
小
学
校
に
お
け
る
学
級
編

制
等
に
関
す
る
規
則
に
よ
り
、
町
費
負

担
に
よ
る
臨
時
教
諭
を
配
置
す
る
こ
と

で
低
学
年
の
少
人
数
学
級
編
制
等
を
実

施
し
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
教
諭
、

時
間
講
師
、
支
援
員
を
、
医
療
的
ケ
ア

が
必
要
な
児
童
生
徒
が
就
学
す
る
学
校

に
は
看
護
師
の
配
置
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

・
外
国
語
教
育

　
小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴

う
中
学
年
の「
外
国
語
活
動
」な
ら
び
に

高
学
年
の
教
科
と
し
て
の「
外
国
語
」の

実
施
な
ど
、
外
国
語
教
育
の
抜
本
的
強

化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
町
に
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と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
な
が
ら
、
心
身

の
健
や
か
な
発
達
を
支
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

・
道
徳
教
育

　
道
徳
教
育
の
核
と
な
る「
道
徳
授
業
」

で
学
ん
だ
こ
と
は
、
他
の
教
科
や
総
合

的
な
学
習
の
時
間
、
特
別
活
動
な
ど
と

連
携
し
た
視
点
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、

自
ら
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
命
を
大
切

に
す
る
心
や
思
い
や
り
の
心
、
公
共
心

や
規
範
意
識
を
育
て
る
た
め
、
あ
る
い

は
、
社
会
性
や
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

た
め
、「
考
え
議
論
す
る
道
徳
」の
授
業

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
い
じ
め
防
止
対
策

　
い
じ
め
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

が「
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
、
絶

対
に
許
さ
な
い
」と
い
う
強
い
認
識
を

持
ち
、
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
未
然
防

止
に
取
り
組
む
学
校
風
土
を
醸
成
す
る

と
と
も
に
、
教
職
員
が
積
極
的
に
早
期

発
見
・
早
期
解
消
に
取
り
組
む
学
校
づ

く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
各
学
校
に
お
い
て
は
必
要
に
応
じ
て

「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」の
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
へ
の

説
明
な
ど
で
理
解
と
連
携
を
図
り
、
組

織
的
・
積
極
的
な
い
じ
め
防
止
対
策
を

推
進
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
と
た
く
ま
し
い
体
力

・
体
力
向
上

　
体
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
全
国
体
力
・

運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
の
結
果

を
検
証
・
分
析
し
、
学
校
課
題
に
対
す

る
具
体
的
な
改
善
策
に
結
び
つ
け
る
取

り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
間
で

情
報
を
交
流
・
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
町
内
全
体
の
体
力
・
運
動
能
力
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

　
各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
運
動

の
日
常
化
の
取
り
組
み
の
実
践
と
新
体

力
テ
ス
ト
の
全
学
年
実
施
や
複
数
回
実

施
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
、
部
活
動

　
本
町
の
児
童
生
徒
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
活
動
・
部
活
動
参
加
率
が
高
く
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
で
の
成
果
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
健
康
・
体
力

や
運
動
能
力
の
一
層
の
向
上
を
図
る
方

策
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
部

活
動
の
地
域
移
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
地
域
の

実
態
を
踏
ま
え
た
組
織
づ
く
り
な
ど
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
づ
く
り

　
学
校
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
全

で
安
心
し
て
学
ぶ
場
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
通
学
時
の
安
全
対
策
を
含
め

て
、
実
践
的
な
防
災
・
防
犯
教
育
を
進

め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
を
確
保
し
、
快
適
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、

家
庭
や
地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災

害
へ
の
対
応
等
を
想
定
し
た「
一
日
防

災
学
校
」の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

大
地
く
ん
と
学
ぼ
う

　
本
町
の
特
色
あ
る
教
育
の
一
つ
で
あ

る
、
食
農
体
験
学
習「
大
地
く
ん
と
学

ぼ
う
」は
、
地
元
で
生
産
さ
れ
る
農
畜

産
物
な
ど
を
利
用
し
た
食
品
加
工
体
験

を
通
し
て
、
地
域
の
産
業
や
食
に
関
す

る
学
び
な
ど
、
管
内
的
に
も
注
目
さ
れ

る
取
り
組
み
で
あ
り
、
農
畜
産
物
加
工

研
修
施
設「
し
ほ
ろ
キ
ッ
チ
ン
」の
有
効

活
用
や
学
習
内
容
の
充
実
を
図
る
な
ど

継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
交
流
事
業

　
各
小
学
校
間
で
長
い
歴
史
が
あ
る
都

市
小
学
校
と
の
交
流
事
業
は
、
子
ど
も

た
ち
の
日
常
生
活
で
は
経
験
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
、

人
間
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も

の
と
考
え
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
３
年
間
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
交
流
事
業
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

相
互
交
流
を
基
本
と
す
る
こ
と
か
ら
、

交
流
先
の
理
解
と
協
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る
事

業
実
施
に
向
け
て
協
議
を
進
め
、
本
事

業
の
目
的
達
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食
・
食
育

　
学
校
給
食
で
は
、
衛
生
管
理
や
指
導

の
徹
底
を
図
り
、
食
の
安
全
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
ふ
る
さ
と
給
食
月
間
」の
設
定
、
士
幌

町
肉
牛
振
興
会
や
士
幌
高
等
学
校
の
協

力
の
下
、
士
幌
産
の
食
材
を
生
き
た
教

材
と
し
て
活
用
し
、
安
心
で
き
る
給
食

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
食
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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希
望
者
の
増
加
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支

え
る
た
め
に
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
連
携
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た

ち
を
守
り
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
を
含
め
町
内
の
全
て

の
小
・
中
・
高
等
学
校
に
導
入
し
た「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学
校
運
営

協
議
会
制
度
）」の
充
実
を
図
り
、
地
域

住
民
お
よ
び
保
護
者
の
学
校
運
営
へ
の

一
層
の
参
画
を
促
し
、
学
校
と
地
域
が

よ
り
一
体
と
な
っ
た
組
織
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
び
を
つ
な
ぐ
学
校
づ
く
り
の
実
現

　
学
校
教
育
が
、
保
護
者
や
地
域
住
民

の
期
待
に
応
え
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
資
質
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す

た
め
に
は
、
認
定
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・

中
学
校
・
高
等
学
校
の
各
学
校
段
階
間

の
連
携
・
接
続
を
図
り
な
が
ら
、
管
理

職
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
学

校
運
営
に
当
た
る
と
と
も
に
、
教
職
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
本
年
度
よ
り

小
・
中
学
校
連
携
を
中
核
と
し
た「
士

幌
町
幼
・
小
・
中
・
高
連
携
教
育
」を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２�

社
会
教
育

　
令
和
４
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
社
会
教
育
中
期
計
画
に
基
づ

き
、
各
種
の
社
会
教
育
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
が
い

を
も
ち
、
充
実
し
た
生
活
を
実
現
す
る

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
学
習
活
動
を
行
っ
て
自
己

実
現
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
は
社
会
教
育
の
果
た
す
役
割

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
近
年
、
核
家
族
化
や
少
子
化
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力

の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
家
庭
教
育
に
資
す
る
学
習
活
動

や
、
子
育
て
に
関
す
る
支
援
事
業
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
必
要

に
応
じ
て
生
涯
学
び
あ
え
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、様
々

な
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て

そ
の
対
応
に
万
全
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

生
涯
教
育
・
学
習
機
会
の
充
実

　
少
年
教
育
に
つ
い
て
は
、
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
、
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
、
学
習
サ
ポ

ー
ト
塾
の
継
続
実
施
に
よ
り
、
自
然
や

生
活
体
験
を
重
視
し
た
学
習
を
行
い
、

豊
か
な
人
間
形
成
を
図
る
学
習
機
会
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
青
年
教
育
に
つ
い
て
は
、
町
づ
く
り

の
更
な
る
活
性
化
を
図
る
た
め
、
青
年

組
織
の
主
体
的
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
若
い
力
の
町
づ
く
り
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
成
人
一
般
教
育
に
つ
い
て
は
、
生
涯

学
習
講
座
や
研
修
会
、
出
前
講
座
な
ど

様
々
な
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
る
と

と
も
に
、
特
に
女
性
活
動
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
女
性
ラ
イ
フ
ス
ク
ー
ル
の
開

設
、
地
区
女
性
学
級
の
支
援
に
取
り
組

む
ほ
か
、
女
性
団
体
の
活
動
に
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
家
庭
教
育
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー

　
本
町
に
お
け
る「
お
弁
当
の
日
」の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
家
族
団
ら
ん
の

機
会
を
増
や
し
、
家
庭
に
明
る
い
笑
顔

を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を

願
い
、
今
後
も
保
護
者
の
理
解
や
協
力

を
得
な
が
ら
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

高
等
学
校

　
北
海
道
士
幌
高
等
学
校
は
、
農
業
お

よ
び
農
業
関
連
産
業
の
担
い
手
育
成
を

め
ざ
し
、
地
域
の
信
頼
に
応
え
る
教
育

実
践
を
経
営
方
針
と
し
て
学
校
経
営
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
少
子
化
の
影
響
か
ら
、
郡

部
校
の
存
続
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
も
の
の
、
本
校
の
農
業
教
育
の
実

践
は
、
望
ま
し
い
勤
労
観
や
職
業
観
を

育
む
と
と
も
に
、
修
学
支
援
制
度
や
海

外
文
化
交
流
事
業
な
ど
を
活
用
し
、
農

業
の
魅
力
を
伝
え
地
域
を
支
え
る
産
業

人
育
成
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
校
の
特

色
あ
る
活
動
や
教
育
の
成
果
、
そ
し
て
、

学
校
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
本
校
に

対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
て
、
入
学
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ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
な

ど
の
社
会
環
境
や
共
働
き
家
庭
の
増
加

な
ど
家
庭
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
子
ど

も
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
中
で
、
新
た
な
課
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
教
育
を
考
え
る
集
い
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
講
座
な
ど
の
学
習

機
会
の
提
供
を
行
い
、
家
庭
教
育
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
教
育
に
つ
い
て
は
、
柏
樹
学

級
の
開
設
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
世
代
間
交
流
活
動
を

通
し
て
心
身
の
健
康
増
進
に
努
め
、
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
が
実
現
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
ほ
か
、
豊
か
な
経
験

を
生
か
し
た
学
習
活
動
や
社
会
参
加
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

芸
術
・
文
化

　
町
に
お
け
る
芸
術
・
文
化
活
動
は
、

文
化
協
会
加
盟
団
体
や
各
種
サ
ー
ク
ル

に
よ
り
自
主
的
な
活
動
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
文
化
団
体

へ
の
活
動
支
援
や
芸
術
鑑
賞
会
、
文
化

祭
の
開
催
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
健
康
や
体

教育行政執行方針

力
の
維
持
・
増
進
の
ほ
か
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
も
大
き
な
役
割
を
果

た
す
も
の
で
あ
り
、「
町
民
一
人
一
ス
ポ

ー
ツ
」運
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
が
個
々
の
体
力
や
健
康

状
態
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
初
歩
的
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
に
努
め
る
ほ

か
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
町
体
育
連

盟
各
競
技
団
体
と
連
携
を
図
り
、
各
種

競
技
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
は
、
競
技
技

術
の
向
上
に
加
え
て
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

で
あ
り
、
指
導
者
の
養
成
や
日
常
活
動

に
対
す
る
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

社
会
教
育
施
設

　
社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
複
合

施
設
で
あ
る
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、

令
和
５
年
度
よ
り
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
業
務
委
託
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
通
り
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
い
つ
で
も
・
だ
れ
も
が
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
多
く
の

町
民
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
て
、
要
望
に
十
分
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
施
設
・
設
備
の
維
持
・
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
で
は
、
各
地
区
公
民
館

が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
場

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

地
域
住
民
の
教
養
の
向
上
、
健
康
の
増

進
、
生
活
文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
公

民
館
活
動
推
進
委
員
会
へ
の
継
続
し
た

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
公
民
館
施
設

は
各
地
区
の
活
動
拠
点
で
あ
る
と
と
も

に
災
害
時
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
施
設･

設
備
の
適
切

な
維
持
・
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
し
た
し
み
図
書
館
に
つ
い
て
も
、
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
る
業
務
委
託
と
な

り
ま
す
が
、
生
涯
学
習
の
た
め
の
拠
点

と
し
て
、
町
民
の
読
書
要
求
と
学
習
意

欲
に
応
え
ら
れ
る
資
料
を
収
集
・
提
供

す
る
と
と
も
に
、
広
く
町
民
に
親
し
ま

れ
る
図
書
館
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
と
連
携
し
た
巡
回
図

書
や
読
み
聞
か
せ
等
の
活
動
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
の
育
成
を
図
り
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
の
推
進
・
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
そ
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

も
、
施
設
延
命
化
の
た
め
、
適
切
に
維

持
・
管
理
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ　
む
す
び
に

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

総
合
教
育
会
議
な
ど
を
通
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
町
長
と
の
連
携
を
図
り
、

士
幌
町
教
育
大
綱
に
掲
げ
る「
輝
く
未

来
へ　

し
ほ
ろ
創
生
」の
基
本
理
念
の�

下
、
今
後
も
次
代
を
担
う
本
町
の
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、
町
民
の

皆
様
の
活
気
と
潤
い
に
満
ち
た
生
涯
学

習
社
会
の
創
造
を
め
ざ
し
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
は
も
と
よ
り
、
関
係
機
関
・

関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
深
め
て
本
町

教
育
の
よ
り
一
層
の
充
実
・
発
展
の
た

め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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３
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
令
和
５
年

第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
や
令
和
５
年
度
予
算
な
ど
の

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

�

山
田　
英
寿　
氏

�

廣
長　
悦
治　
氏

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

�

金
森　
秀
文　
氏

○
行
政
組
織
お
よ
び
事
務
分
掌
の
見
直

し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例

○
士
幌
町
空
家
等
対
策
協
議
会
設
置
条
例

○
士
幌
町
成
年
後
見
制
度
申
立
審
査
会

設
置
条
例

　
行
政
組
織
お
よ
び
事
務
分
掌
の
見
直

し
に
伴
う
士
幌
町
課
設
置
条
例
の
改
正

に
よ
り
、
関
係
条
例
を
整
備
す
る
も
の

○
士
幌
町
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
に
関
す
る
条
例

　
町
民
の
利
便
性
向
上
や
行
政
運
営
の

簡
素
化
・
効
率
化
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
町
が
行
う
各
種
申
請
や
届
出
等

の
行
政
手
続
き
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
実
施
を
可
能
と
す
る
た
め
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の

○
士
幌
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
よ
り
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の

○
士
幌
町
情
報
公
開
条
例
及
び
士
幌
町

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
よ
り
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の

○
士
幌
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
郵
便
等
に
よ
る
請
求
可
否
の
区
分
の

廃
止
お
よ
び
町
民
に
限
り
書
類
の
送
付

に
要
す
る
費
用
を
徴
収
し
な
い
こ
と
に

よ
り
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の

○
士
幌
町
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
お

い
て
、
印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
発
行
を

行
う
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の

○
士
幌
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
学
校
給
食
の
原
材
料
費
や
燃
料
価
格

等
の
高
騰
に
伴
う
学
校
給
食
費
の
改
定

お
よ
び
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
学
校

給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の

○
士
幌
町
農
畜
産
物
加
工
研
修
施
設
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
利
用
料
金
の
見
直
し
を
行
い
、
施
設

の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
条
例
を
改

正
す
る
も
の

○
士
幌
町
地
域
生
活
支
援
事
業
の
実
施

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
障
が
い
者
の
日
常
生
活
お
よ
び
社
会

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

律
の
改
正
に
よ
り
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の

○
士
幌
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の

○
令
和
４
年
度
補
正
予
算

　
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
、
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
病
院
事

業
会
計

○
令
和
５
年
度
予
算

　
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

会
計

３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
案
件

３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
案
件
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ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

堀
江　

い
ろ
は

�

（
士
幌
小
学
校
２
年
）

第
51
回
Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
賞

み
ん
な
で
教
育
を
考
え
る
集
い

　
３
月
12
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
、
士
幌
町
教

育
委
員
会
主
催
の「
第
15
回
み
ん
な
で
教
育
を
考
え
る

集
い
」が
開
か
れ
、
約
１
５
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
郷
土
を
愛
す
る
心
を
持
ち
、
か
け
が
え
の
な
い
自
他

の
生
命
を
尊
重
す
る
心
の
育
成
と
、
他
人
を
思
い
や
り

い
じ
め
を
許
さ
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
強
い
意
志

と
確
か
な
学
力
を
備
え
た
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
指

し
、
多
く
の
町
民
が
一
堂
に
会
し
、
子
ど
も
の
教
育
を

考
え
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。
近
年
は
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
と
な
り
、
今
回
は
４
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
土
屋
教
育
長
は「
こ
の
４
年

間
で
教
育
現
場
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
働
き
方
改
革
な
ど
転
換
期

を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
学

校
、
家
庭
、
地

域
の
連
携
が
重

要
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
も
皆

さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
士
幌
町
の
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
発

展
に
関
し
、
特
に
事
績
の
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
９
部

門
45
個
人
12
団
体
に
対
し
表
彰
式
を
行
っ
た
後
、
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
卓
球
女
子
団
体
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の

平
野
早
矢
香
氏
を
招
き「『
昨
日
の
自
分
よ
り
一
歩
前

へ
』～
卓
球
か
ら
学
ん
だ
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
～
」

と
題
し
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
卓
球
の
鬼
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
、
卓
球
へ
か
け
る
思
い

人
一
倍
だ
っ
た
平
野
氏
。
上
手
く
い
か
な
い
時
は
、
サ

ー
ブ
を
思
い
切
っ
て
変
え
て
み
た
り
、
他
分
野
に
ヒ
ン

ト
を
も
ら
っ
た
り
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
常
に
昨
日

の
自
分
と
比
べ
、
今
日
が
少
し
で
も
成
長
す
る
こ
と
を

意
識
し
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　

平
野
氏
は「
大
き
な
将
来
の
夢
を
も
ち
、
目
標
を
意

識
し
つ
つ
、
日
頃
の
課
題
を
達
成
し
て
い
く
こ
と
で
成

功
に
つ
な
が
る
」と
自
身
の
経
験
か
ら
語
り
、「
ど
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
も
ひ
と
り
で
は
で
き
な
い
。
家
族
や
指
導
者

な
ど
、
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
人
に
感
謝
し
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の“
自
分
応
援
団
”を
結
成
す
る
こ
と
が
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
」と
呼
び
か
け
、
講
演
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
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ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

植
原　

愛
羽

�

（
上
居
辺
小
学
校
１
年
）

令
和
４
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会
書
写
の
部　
特
選

荒
井　

結
亜

�
（
士
幌
小
学
校
２
年
）

第
49
回
令
和
４
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
全
道
小
・
中
学
生
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　
佳
作

中
村　

な
の
花

�

（
中
士
幌
小
学
校
２
年
）

家
族
の
似
顔
絵
コ
ン
ク
ー
ル　
金
賞

久
保
田　

朋

�

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
１
年
）

令
和
４
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会
美
術
作
品
の
部　
特

選
西
部　

夏
生

�

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
１
年
）

令
和
４
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会
美
術
作
品
の
部　
特

選
松
本　

吏
湖

�

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
１
年
）

令
和
４
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会
技
術
科
作
品
の
部　

特
選

久
保
田　

颯
歩

�

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
２
年
）

第
14
回
全
国
理
容
美
容
学
生
技
術
大
会　
北
海
道
地

区
大
会
ヘ
ア
デ
ザ
イ
ン
画
部
門(

中
学
・
高
校
生
の

部)　
敢
闘
賞

井
尾　

光

�

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
３
年
）

令
和
４
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会
英
語
暗
唱
の
部　
最

優
秀
賞

士
幌
町
中
央
中
学
校　

吹
奏
楽
部

（
森
本
蒼
生
・
和
田
千
明
・
牧
野
水
綺
・
成
田
に
こ
）

第
54
回
帯
広
地
区
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
中
学

生
の
部　
金
賞

文
化
賞

佐
藤　

圭

�

（
北
海
道
士
幌
高
等
学
校
３
年
）

第
73
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
令
和
４
年

度
北
陸
大
会　
農
業
鑑
定
競
技
会　
分
野
畜
産　
優

秀
賞

佐
藤　

寧
音

�

（
北
海
道
士
幌
高
等
学
校
３
年
）

第
73
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
令
和
４
年

度
北
陸
大
会　
農
業
鑑
定
競
技
会　
分
野
食
品　
優

秀
賞

松
田　

莉
夢

�

（
北
海
道
士
幌
高
等
学
校
３
年
）

令
和
４
年
度
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海
道
連
盟
全

道
技
術
競
技
大
会　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
競

技
会　
最
優
秀
賞

森
本　

凱

�

（
北
海
道
帯
広
農
業
高
等
学
校
３
年
）

第
73
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
令
和
４
年

度
北
陸
大
会　
意
見
文
発
表
大
会　
分
類
Ⅰ
類　
最

優
秀
賞

文
化
奨
励
賞

木
村　

萌

�

（
北
海
道
士
幌
高
等
学
校
２
年
）

令
和
４
年
度
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海
道
連
盟
全

道
技
術
競
技
大
会　
農
業
鑑
定
競
技
会　
分
野
農
業

優
秀
賞
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海
道
小
・
中
学
生
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会　

小
学
５
年
女
子　
５
０
０
ｍ　
第
１
位

大
野　

隆
晴

�

（
上
居
辺
小
学
校
５
年
）

２
０
２
２
／
２
０
２
３
全
日
本
ノ
ー
ビ
ス
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
競
技
会
札
幌
大
会　
小
学
５
年
男
子　
１

０
０
０
ｍ　
第
２
位

佐
々
木　

煌
平

�

（
士
幌
小
学
校
５
年
）

２
０
２
２
／
２
０
２
３
全
日
本
ノ
ー
ビ
ス
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
競
技
会
札
幌
大
会　
小
学
５
年
男
子　
５

０
０
ｍ　
１
０
０
０
ｍ　
第
１
位

鈴
木　

凱
大

�

（
士
幌
小
学
校
５
年
）

２
０
２
２
／
２
０
２
３
全
日
本
ノ
ー
ビ
ス
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
競
技
会
札
幌
大
会　
小
学
５
年
男
子　
１

０
０
０
ｍ　
第
２
位
／
第
20
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
記
念

北
海
道
小
・
中
学
生
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会

小
学
５
年
男
子　
５
０
０
ｍ　
第
１
位

中
川　

琴
葉

�

（
中
士
幌
小
学
校
５
年
）

２
０
２
２
／
２
０
２
３
全
日
本
ノ
ー
ビ
ス
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
競
技
会
札
幌
大
会　
小
学
５
年
女
子　
１

北
海
道
士
幌
高
等
学
校　

農
産
加
工
専
攻
班

（
小
野
寺
彩
花
・
佐
藤
寧
音
・
池
田
茉
莉
華
・
高
橋
祐

弥
・
田
中
萌
々
）

令
和
４
年
度
第
71
回
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連

盟
実
績
発
表
大
会　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表　
分
類
Ⅱ

類　
優
秀
賞

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

鎌
田　

莉
碧

�

（
士
幌
小
学
校
４
年
）

２
０
２
２
／
２
０
２
３
全
日
本
ノ
ー
ビ
ス
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
競
技
会
札
幌
大
会　
小
学
４
年
女
子　
５

０
０
ｍ　
第
４
位

松
山　

雄
世

�

（
士
幌
小
学
校
４
年
）

２
０
２
２
／
２
０
２
３
全
日
本
ノ
ー
ビ
ス
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
競
技
会
札
幌
大
会　
小
学
４
年
男
子　
１

０
０
０
ｍ　
第
４
位

上
野　

愛
菜

�

（
士
幌
小
学
校
５
年
）

２
０
２
２
／
２
０
２
３
全
日
本
ノ
ー
ビ
ス
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
競
技
会
札
幌
大
会　
小
学
５
年
女
子　
５

０
０
ｍ　
第
１
位
／
第
20
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
記
念
北

テ
キ
ソ
エ
・
ト
ゥ
ー
ト
一
樹

�

（
北
海
道
帯
広
工
業
高
等
学
校
２
年
）

令
和
４
年
度
北
海
道
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会

第
３
位

尾
崎　

杏
奈

�
（
北
海
道
士
幌
高
等
学
校
３
年
）

令
和
４
年
度
第
52
回
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連

盟
意
見
発
表
会　
分
類
Ⅲ
類　
優
秀
賞

駒
井　

愛
璃

�

（
北
海
道
士
幌
高
等
学
校
３
年
）

令
和
４
年
度
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海
道
連
盟
全

道
技
術
競
技
大
会　
農
業
鑑
定
競
技
会　
分
野
農
業

優
秀
賞

西
村　

梨
々
花

�

（
北
海
道
士
幌
高
等
学
校
３
年
）

令
和
４
年
度
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
北
海
道
連
盟
第

42
回
全
道
意
見
発
表
大
会　
分
類
Ⅱ
類　
優
秀
賞

北
海
道
士
幌
高
等
学
校　

畑
作
専
攻
班

（
中
森
勇
登
・
石
丸
響
弥
・
水
上
秦
・
丸
山
由
騎
）

令
和
４
年
度
第
71
回
東
北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連

盟
実
績
発
表
大
会　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表　
分
類
Ⅰ

類　
優
秀
賞
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士
幌
町
中
央
中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
チ
ー
ム

（
鎌
田
璃
子
・
富
田
凛
・
上
野
結
菜
・
奧
秋
静
子
）

令
和
４
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会　
第
43
回
全
国

中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会　
女
子
団
体　
第
１
位
／
令

和
４
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
第
53
回
北
海
道

中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会　
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技

女
子
団
体　
第
１
位　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

佐
々
木　

渚
美

�

（
士
幌
小
学
校
１
年
）

第
44
回
全
十
勝
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
会
小
学
１
年

女
子
総
合　
第
１
位
／
第
68
回
全
十
勝
児
童
ス
ケ
ー

ト
選
手
権
大
会　
小
学
１
年
女
子
総
合　
第
１
位
／

第
38
回
全
十
勝
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
士
幌
大
会　
小

学
１
年
女
子
総
合　
第
１
位

上
野　

光
輝

�

（
士
幌
小
学
校
２
年
）

２
０
２
２
釧
路
新
聞
社
杯
釧
根
陸
上
競
技
大
会　
小

学
１
、
２
年
生
男
子　
１
０
０
ｍ　
第
１
位

大
野　

蓮
之
佑

�

（
上
居
辺
小
学
校
２
年
）

第
44
回
全
十
勝
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
会
小
学
２
年

男
子
総
合　
第
１
位
／
第
41
回
全
十
勝
ミ
ニ
ス
プ
リ

ン
ト
選
手
権
大
会　
小
学
２
年
男
子
総
合　
第
１
位

／
第
68
回
全
十
勝
児
童
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会　
小

学
２
年
男
子
総
合　
第
１
位

吉
田　

え
る
の

�

（
士
幌
小
学
校
４
年
）

２
０
２
３
年
北
・
北
海
道
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会

小
学
女
子
の
部　
第
１
位

奧
秋　

優
大

�

（
士
幌
小
学
校
６
年
）

第
38
回
全
十
勝
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
士
幌
大
会　
小

学
６
年
男
子
総
合　
第
１
位

小
野
寺　

仁
菜

�

（
上
居
辺
小
学
校
６
年
）

第
40
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会　
帯
広
会
場

小
学
６
年
女
子　
８
０
０
ｍ　
第
２
位
／
サ
ー
キ
ッ

ト
陸
上
競
技
大
会
第
３
戦
小
学
６
年
女
子　
８
０
０

ｍ　
第
２
位

野
口　

夏
帆

�

（
士
幌
小
学
校
６
年
）

第
40
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会　
小
学
６
年

女
子　
走
り
幅
跳
び　
第
３
位
／
第
40
回
北
海
道
小

学
生
陸
上
競
技
大
会　
帯
広
会
場　
小
学
６
年
女
子

走
り
幅
跳
び　
第
１
位
／
第
38
回
全
十
勝
ス
ピ
ー
ド

０
０
０
ｍ　
第
２
位
／
第
20
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
記

念
北
海
道
小
・
中
学
生
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技

大
会　
小
学
５
年
女
子　
１
０
０
０
ｍ　
第
１
位

河
村　

京
葉

�

（
上
居
辺
小
学
校
６
年
）

２
０
２
２
／
２
０
２
３
全
日
本
ノ
ー
ビ
ス
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
札
幌
大
会　
小
学
６
年
女
子

１
０
０
０
ｍ　
第
１
位
／
日
清
食
品
カ
ッ
プ　
北

海
道
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会　
第
40
回
北
海

道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会　
小
学
６
年
女
子　
砲

丸
投
げ　
第
１
位

奧
秋　

静
子

�

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
３
年
）

令
和
４
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会　
第
43
回
全

国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会　
女
子　
１
０
０
０
ｍ

第
１
位
、
１
５
０
０
ｍ　
第
２
位
／
令
和
４
年
度

北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
第
53
回
北
海
道
中
学
校

ス
ケ
ー
ト
大
会　
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技　
女

子　
１
０
０
０
ｍ　
１
５
０
０
ｍ　
第
１
位

鴨
下　

雪
輝

�

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
３
年
）

バ
イ
ブ
ダ
ン
ス
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
エ
ス
２
０
２
３　
ジ
ュ
ニ
ア
部
門　
優
勝
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士
幌
陸
上
ク
ラ
ブ
５
年
生
男
子
チ
ー
ム

（
鈴
木
凱
大
・
飯
島
昂
生
・
佐
々
木
煌
平
・
大
野
隆
晴
）

第
40
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会　
帯
広
会
場

小
学
５
年
男
子　
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　
第
２
位

／
サ
ー
キ
ッ
ト
陸
上
競
技
大
会
第
３
戦　
小
学
５
年

男
子　
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　
第
２
位

士
幌
陸
上
ク
ラ
ブ
５
年
生
女
子
チ
ー
ム

（
上
野
愛
菜
・
中
川
琴
葉
）

第
40
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会　
帯
広
会
場

小
学
５
年
女
子　
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　
第
２
位

鎌
田　

璃
子

�

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
３
年
）

令
和
４
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会　
第
53
回
北

海
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会　
女
子　
５
０
０
ｍ　

第
３
位

篠
原　

世
凪

�

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
３
年
）

令
和
４
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会　
第
53
回
北

海
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会　
男
子
５
０
０
ｍ　
第

６
位

上
士
幌
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

（
北
嶋
一
翔
・
久
田
春
輝
・
小
川
晴
澄
）

北
海
道
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

タ
十
勝
地
区
予
選　
優
勝

士
幌
ユ
ニ
バ
ー
ス

（
篠
原
帆
高
・
星
屋
夢
花
・
岩
井
瑠
香
・
服
部
瑚
奈
・

山
田
悠
乃
・
蛯
澤
真
矢
・
佐
藤
奈
穂
・
中
村
梨
愛
・
中

藪
日
菜
・
服
部
唯
奈
・
尾
藤
杏
莉
・
野
村
愛
嘉
・
杉
本

駿
希
・
山
田
悠
仁
・
小
野
梨
恵
奈
・
瀬
戸
陽
希
・
松
野

希
助
・
相
澤
千
尋
）

第
41
回
全
十
勝
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交

歓
大
会　
兼　
第
20
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会　
十
勝
地
区
予
選　
女
子
の

部　
準
優
勝

ス
ケ
ー
ト
士
幌
大
会　
小
学
６
年
女
子
総
合　
第
１

位
／
サ
ー
キ
ッ
ト
陸
上
競
技
大
会
第
３
戦　
小
学
６

年
女
子　
走
り
幅
跳
び　
第
２
位

�上
野　

結
菜

�
（
士
幌
町
中
央
中
学
校
２
年
）

令
和
４
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会　
第
53
回
北

海
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会　
女
子
３
０
０
０
ｍ　

第
６
位
／
第
41
回
全
十
勝
中
学
校
対
抗
陸
上
競
技
大

会　
兼　
第
53
回
北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
女

子　
走
り
幅
跳
び　
第
２
位
／
令
和
４
年
度
全
十
勝

中
学
校
体
育
大
会　
第
69
回
全
十
勝
中
学
校
体
育
大

会
冬
季
ス
ケ
ー
ト
大
会　
女
子
３
０
０
０
ｍ　
第
２

位
塩
谷　

耕
平

�

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
２
年
）

第
40
回
全
十
勝
新
人
陸
上
競
技
大
会　
男
子
８
０
０

ｍ　
第
１
位

寺
町　

い
ろ
は

�

（
士
幌
町
中
央
中
学
校
２
年
）

第
23
回
北
海
道
中
学
校
新
人
剣
道
大
会　
女
子
団
体

戦　
第
３
位
／
第
24
回
全
十
勝
中
学
校
秋
季
剣
道
大

会　
女
子
個
人　
準
優
勝
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／
サ
ー
キ
ッ
ト
陸
上
競
技
大
会
第
３
戦　
小
学
５
年

女
子　
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　
第
２
位

士
幌
陸
上
ク
ラ
ブ
６
年
生
女
子
チ
ー
ム

（
小
野
寺
仁
菜
・
河
村
京
葉
・
野
口
夏
帆
）

第
40
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会　
帯
広
会
場�

小
学
６
年
女
子　
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　
第
２
位

／
第
30
回
北
海
道
陸
上
競
技
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
帯
広

会
場　
兼　
秋
季
記
録
会　
第
１
戦　
小
学
６
年
女

子　
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　
第
２
位

士
幌
町
中
央
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

（
川
村
嘉
輝
・
小
椋
蒼
空
・
島
田
瑛
音
・
川
村
豪
毅
・

田
中
泰
芽
・
坂
井
太
一
・
棚
橋
柚
稀
・
髙
橋
諒
丞
）

令
和
４
年
度
全
十
勝
中
学
校
体
育
大
会　
秋
季
サ
ッ

カ
ー
大
会　
準
優
勝

士
幌
町
中
央
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
テ
キ
ソ
エ
由
貴
・
蛯
澤
彩
矢
・
富
田
凛
・
細
井
姫

来
・
小
野
寺
茜
音
）

令
和
４
年
度
全
十
勝
中
学
校
体
育
大
会
全
十
勝
中
学

校
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　
準
優
勝
／
令
和
４
年

度
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ　
帯

広
地
区　
第
２
次
キ
ャ
ン
プ
予
選
会　
優
勝
／
令
和

４
年
度
全
十
勝
中
学
女
子
選
抜
優
勝
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会　
準
優
勝

士
幌
町
中
央
中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
男
子
チ
ー
ム

（
赤
間
惺
・
佐
藤
史
弥
・
塩
谷
耕
平
・
篠
原
世
凪
）

令
和
４
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
第
53
回
北
海

道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技

２
０
０
０
ｍ
Ｒ　
第
２
位

ス
ポ
ー
ツ
賞

坂
本　

頼
武

�

（
白
樺
学
園
高
等
学
校
１
年
）

第
75
回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会　

男
子
走
高
跳　
優
勝

奧
秋　

智
佳

�

（
白
樺
学
園
高
等
学
校
２
年
）

第
75
回
北
海
道
高
等
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
・
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー　
競
技
選
手
権
大
会　
女
子　
１
５
０
０

ｍ　
第
１
位
、
３
０
０
０
ｍ　
第
３
位
、
２
０
０
０

ｍ
リ
レ
ー　
第
１
位
、
パ
シ
ュ
ー
ト　
第
１
位

中
島　

涼
太

�

（
北
海
道
帯
広
農
業
高
等
学
校
３
年
）

第
46
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手

権
大
会　
男
子
チ
ー
ム
パ
シ
ュ
ー
ト　
第
２
位

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

永
井　

祐
輝

�

（
北
海
道
帯
広
工
業
高
等
学
校
１
年
）

令
和
４
年
度
全
十
勝
学
年
別
卓
球
大
会　
１
年
男
子

シ
ン
グ
ル
ス　
準
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

故　

藤
村　

博

士
幌
町
ス
ケ
ー
ト
協
会
に
理
事
と
し
て
40
年
余
り
在

籍
し
、
町
内
各
種
大
会
お
よ
び
全
十
勝
小
中
学
校
選

抜
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
の
記
録
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
携
わ
っ
た
。
平
成
13
年
か
ら
は
士
幌
町

ス
ケ
ー
ト
協
会
副
会
長
と
し
て
本
町
ス
ケ
ー
ト
競
技

者
普
お
よ
び
発
展
に
尽
く
し
ま
し
た
。
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茶 

の 

間�

●　
●　
●　
●　
●　

茶 

の 

間�

●ま
●ち
●の
●動
●き

４月から指定管理制度を導入します
～士幌町総合研修センター～

　指定管理制度とは、公共施設の管理・運営を、地方自治体が指定する民間事業者に代行
させる制度です。民間のノウハウを活用し、住民サービスの向上と経費の削減、行政の効
率化を図ることを目的としています。
　士幌町総合研修センターでは、４月１日より指定管理制度を導入し、受託業者である株
式会社オカモトが施設利用予約受付や図書館での本の貸出業務やなどを行います。

●施設の利用について
・開館時間	 	９：００～２２：００（ただし、すこやか体育館は２１：３０まで、	 	

したしみ図書館は１０：００～１８：００までです）
・休 館 日	 毎週火曜日と年末年始（12月29日～１月３日）
・申 込 み	 指定管理者 	株式会社オカモト　電話０１５６４－５－２２８１
	 ※受付時間　８：３０～１７：１５（月・水～金）

施設の利用内容については、変更はございません。
指定管理の職員は、事務所受付カウンターでの予約受付等の管理と、図書のすべての業務を行います。
（※施設利用に伴う利用料の振込先は指定管理［（株）オカモト］となります。）
～皆様のご利用をお待ちしております。～

総括責任者からのごあいさつ（株式会社オカモト　金徳　聖也）
　この度、4月1日付で士幌町総合研修センターに館長として着任する
ことになりました、「きんとく�せいや」と申します。
　音更町総合体育館の責任者を５年間務めさせていただき、子どもの
体操教室や大人向けのフィットネスレッスン・トレーニング指導など
をさせていただいておりました。
　趣味はミニバレーで、ぜひ皆様と一緒にプレイ出来たらと思います。
　今までに培ってきたノウハウを行政サービスの代行者として町民の皆様に還元出来
たらと考えております。
　不慣れな部分もあるかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

お問い合わせ
（指定管理者）株式会社オカモト　　　　　　　０１５６４－５－２２８１（※施設の予約等）
（担　　　当）教育委員会教育課社会教育係　　０１５６４－５－４７３３
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２
月
４
～
７
日
に
長

野
県
に
て
開
催
さ
れ
た

第
43
回
全
国
中
学
校
ス

ケ
ー
ト
大
会
の
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
に
出

場
し
た
士
幌
町
中
央
中

学
校
の
生
徒
が
２
月
13

日
、
髙
木
町
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。
出
場

し
た
生
徒
は
３
年
の
篠

原
世
凪
さ
ん
、
奥
秋
静

子
さ
ん
、
鎌
田
璃
子
さ

ん
、
２
年
の
赤
間
惺
さ

ん
、
塩
谷
耕
平
さ
ん
、

上
野
結
菜
さ
ん
、
１
年

の
富
田
凛
さ
ん
の
７
人
。

　
大
会
の
結
果
は
奥
秋
さ
ん
が
女
子
１
０
０
０
ｍ
で
優
勝
、
１
５
０

０
ｍ
で
準
優
勝
、
上
野
さ
ん
が
女
子
３
０
０
０
ｍ
で
８
位
に
入
賞
。

そ
し
て
、
女
子
学
校
対
抗
は
３
年
ぶ
り
４
度
目
の
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
！

　
こ
の
日
、
大
き
な
優
勝
カ
ッ
プ
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
を
持
っ
て
町

長
応
接
室
を
訪
れ
、
大
会
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
奥
秋
さ
ん
は「
個
人
と
し
て
は
、
２
冠
と
自
己
ベ
ス
ト
更
新
の
目

標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
の
で
悔
し
い
気
持
ち
も
あ
る
が
、
周
り
の

方
々
や
両
親
に
は
感
謝
し
た
い
。
高
校
で
も
競
技
を
続
け
る
の
で
、

更
に
練
習
を
重
ね
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
結
果
を
残
し
た
い
」と
力
強

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
士
幌
町
教
育
委
員
会
で
は
生
徒
の
活
躍
を
讃
え
、
役
場
庁
舎
と
士

幌
町
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に
祝
福
の
横
断
幕
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
２
月
12
日
、
中
士
幌
公
民
館
に
て
地
域
住
民
の
ふ

れ
あ
い
な
ど
を
目
的
と
し
た「
中
士
幌
公
民
館
ま
つ
り
」

（
中
士
幌
地
区
公
民
館
活
動
推
進
委
員
会
主
催
）が
３

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
は
園
児
や
児
童

ら
の
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
中
止
。
地
域
住
民
ら
50
人

の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
に
は
日
用
品
な
ど
が

当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
地
域
住
民
ら
約
80
人
が
来
場
。
訪
れ

た
来
場
者
は
、
会
場
に
並
ん
だ
中
士
幌
小
児
童
の
絵

画
や
地
域
住
民
の
手
芸
作
品
な
ど
の
力
作
に
魅
了
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
20
日
、
士
幌
町
の
姉
妹
都
市
で
あ

る
美
濃
市（
岐
阜
県
）の
６
年
生
が
お
互
い

の
市
・
町
を
訪
問
し
交
流
を
深
め
る「
士

幌
町
・
美
濃
市
児
童
交
流
事
業
」が
今
年

度
も
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
給
食
を
通
じ
て
美
濃
市
と
の
交
流

を
し
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は「
し
ほ
ろ
牛
」を
提
供
し
、

美
濃
市
か
ら
は「
鮎
の
開
き
」を
提
供
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
美
濃
市
か
ら

提
供
い
た
だ
い
た「
鮎
の
甘
酢
が
け
」、
ご

は
ん
、
み
そ
汁
、
肉
じ
ゃ
が
、
牛
乳
が
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
流
対
象
の
６
年
生
は
、「
頭
か
ら
し
っ

ぽ
ま
で
、
や
わ
ら
か
く
て
お
い
し
か
っ
た
」、

「
今
ま
で
食
べ
た
こ
と
の
な
い
食
感
で
お

い
し
か
っ
た
」と
食
べ
た
感
想
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
鮎
を
初
め
て
食
べ
る
人
が
半
数
以
上
で
、

大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
力
作
が
ず
ら
り

�
～
中
士
幌
公
民
館
ま
つ
り
～

岐
阜
県
美
濃
市
と
の
給
食
交
流

�

～
各
小
中
学
校
～

全
国
大
会
３
年
ぶ
り
４
度
目
の
優
勝
！

�

～
中
央
中
学
校
～～すごいぞ！しほろっこ♪～

茶 

の 

間�

●　
●　
●　
●　
●　

茶 

の 

間�

●ま
●ち
●の
●動
●き
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２
月
22
日
、
紺
綬
褒
章
を
受
章
し
た
元

士
幌
町
議
会
議
長
の
鈴
木
洋
一
さ
ん
へ
の

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
に
私
財
を

寄
附
し
た
個
人
ま
た
は
団
体
が
、
天
皇
陛

下
よ
り
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。
鈴
木
さ

ん
は
町
へ
多
額
の
寄
附
を
し
て
い
た
だ
き
、

こ
の
日
、
ご
自
宅
に
て
髙
木
町
長
か
ら
章

記
と
褒
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は「
今
か
ら
約
50
年
前
よ
り
、

老
後
の
資
金
と
し
て
コ
ツ
コ
ツ
積
み
立
て

て
き
た
が
、
今
現
在
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
夫
婦
と
も
に
健
康
な
た
め
寄
附
を
決
め

た
。
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
役
立
て
て

欲
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

紺
綬
褒
章
を
受
章

�

～
鈴
木
洋
一
さ
ん
～～心より感謝申し上げます～

　
総
務
省
北
海
道
管
区
行
政
評
価
局
釧
路
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー
職
員
３
名
と
士
幌
町
行
政
相
談
委
員
の
庄
司
光
恵
委

員
が
高
校
と
中
学
校
を
来
校
し
、
行
政
相
談
出
前
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
２
月
21
日
は
士
幌
高
校
１
年
１
組
と
１
年
２
組
、
３
月
７
日

は
中
央
中
３
年
生
を
対
象
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
松
山
海
智
業
務

係
長
が
日
常
生
活
と
行
政
の
関
わ
り
や
行
政
相
談
の
仕
組
み
な

ど
を
説
明
。
庄
司
委
員
は
、
士
幌
町
で
実
際
に
あ
っ
た
相
談
や

改
善
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
生
徒
ら
は
行
政
体
験
と
し
て「
跨
線
橋
の
階
段
の
滑
り
止
め

が
壊
れ
て
い
て
危
険
な
の
で
、
直
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
相
談

に
つ
い
て
、
修
繕
工
事
の
完
了
ま
で
に
３
か
月
必
要
な
た
め
、

そ
の
期
間
、
利
用
者
の
転
倒
を
防
止
す
る
方
法
に
つ
い
て
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
解
決
方
法
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
松
山
業
務
係
長
は「
困
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
行
政
相
談

を
利
用
し
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

行
政
相
談
出
前
教
室

�

～
士
幌
高
校
・
士
幌
町
中
央
中
～

　
２
月
20
日
、

第
12
回
北
海
道

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ

ー
技
術
選
手
権

決
勝
大
会（
３

月
４
～
５
日
、

比
布
町
）に
出

場
す
る
町
内
の

小
・
中
学
生
が

教
育
委
員
会
を

訪
れ
、
大
会
へ

の
出
場
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　
同
大
会
に
は
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
で
上
位
入
賞

し
た
６
人
が
出

場
し
、
教
育
委

員
会
に
は
こ
の
う
ち
５
人
が
訪
問
。
一
人
ひ
と
り
が「
入

賞
を
目
指
し
た
い
」「
高
学
年
に
負
け
ず
に
頑
張
り
た
い
」

な
ど
と
抱
負
を
述
べ
、
土
屋
教
育
長
は「
目
標
達
成
に

向
け
、
練
習
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
健
闘
を
期
待
し

て
い
ま
す
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス（
中
学
生
）の
部
に
出
場
す
る
井
澤

泉
里
さ
ん（
中
央
中
２
年
）は「
小
さ
い
頃
か
ら
練
習
を

し
て
き
た
ス
キ
ー
。
来
年
は
受
験
の
た
め
、
今
年
が
中

学
最
後
の
大
会
と
な
る
の
で
、
入
賞
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
」と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ス
キ
ー
全
道
大
会
出
場
報
告

�
～
士
幌
基
礎
ス
キ
ー
少
年
団
～～すごいぞ！しほろっこ♪～
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　　第39回町民体育祭 (ミニバレー競技 )
� 兼第47回町内小学生交流ミニバレー大会　　

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援
補
助
金
交
付

�

～
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援
事
業
～

　
２
月
25
日
、
町
総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
に
て
、
第
39
回
町
民
体
育
祭

兼
第
47
回
町
内
小
学
生
交
流
ミ
ニ

バ
レ
ー
大
会（
町
・
町
教
育
委
員

会
主
催
）が
開
催
さ
れ
、
小
学
生

の
部
６
チ
ー
ム
、
一
般
の
部
２
チ

ー
ム
の
合
計
８
チ
ー
ム
43
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
部
は
３
チ
ー
ム
ご
と

の
総
当
た
り
の
リ
ー
グ
戦
の
後
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
順
位
を
競

い
、
一
般
の
部
は
交
流
試
合
が
２

試
合
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
白
熱
し
た
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
を
と

お
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
町
内
で
新
居
を
建
て
ら
れ
た
永
森
栄

樹
さ
ん
と
河
部
貴
志
さ
ん
に「
マ
イ
ホ

ー
ム
建
設
支
援
補
助
金
」が
交
付
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
２
月
28
日
に
永
森
さ

ん
へ
90
万
円（
う
ち
半
額
相
当
が
商
工

会
商
品
券
）が
亀
野
副
町
長
か
ら
手
渡

さ
れ
、
３
月
１
日
に
河
部
さ
ん
に
90
万

円（
同
）が
髙
木
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
町
は
、
移
住
・
定
住
者
の
増
加
を
図

る
た
め
、
町
内
に
初
め
て
マ
イ
ホ
ー
ム

を
持
ち
、
10
年
以
上
定
住
さ
れ
る
方
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。　

～町民一人一スポーツ～

【大会結果】
小学生の部
●優勝
　上居辺Ａ
●準優勝
　弱者
●第３位
　パキラ

　
補
助
金
の
使
い
道
に
つ
い

て
、
永
森
さ
ん
は「
家
具
や

家
電
の
購
入
に
使
い
た
い
」、

河
部
さ
ん
は「
家
具
な
ど
を

購
入
し
た
い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

補助制度等の詳細は、町公式ホームページに
掲載していますので、ご覧ください。　　二次元コード→
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▲	武藤市長は「住民の大きな夢が実現した。住み
続けられる地区にしたい」とあいさつしました。

　
３
月
５
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
、

士
幌
町
文
化
協
会（
吉
田
静
二
会
長
）主
催
の

第
51
回
芸
能
発
表
会
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
、
１
５
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
に
は
７
団
体
44
人
が
出
演
し
、

舞
踊
、
大
正
琴
、
剣
詩
舞
、
詩
吟
、
コ
ー
ラ

ス
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
特
別
出
演
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
催
さ
れ
た
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
の
世
界
大
会「V

IBE�D
ance�

C
om
petition

（
バ
イ
ブ
）」で
大
会
４
連
覇

を
果
た
し
た
、
新
潟
を
拠
点
に
全
国
的
に

活
動
す
る
ダ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

「C
hibiU

nity

（
チ
ビ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
）」の
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
鴨
下
雪
輝
さ
ん（
中
央
中
３
年
）

の
華
麗
な
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

出
演
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
舞　
踊
】藤
悦
津
会
、
芳
彦
会

【
大
正
琴
】ひ
ま
わ
り
会
、
大
正
琴
士
幌
蘭

【
剣
詩
舞
】聖
月
流
剣
詩
舞
士
幌
同
好
会

【
詩　
吟
】士
幌
吟
友
会

【
コ
ー
ラ
ス
】コ
ー
ラ
ス
こ
も
れ
び

第
51
回
芸
能
発
表
会

�

～
町
文
化
協
会
～

　

３
月
４
日
、
県
道
上
野
関
線
の「
大
矢
田
も
み
じ
ト

ン
ネ
ル
」の
開
通
を
記
念
し
た
式
典
が
行
わ
れ
、
関
係

者
約
１
５
０
人
が
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
６
２
３
メ
ー
ト
ル
、
車
道
幅
員
５
．

５
メ
ー
ト
ル
の
片
側
一
車
線
で
、
県
事
業
と
し
て
平
成

15
年
度
に
採
択
さ
れ
、
平
成
30
年
度
に
整
備
が
始
ま
り

ま
し
た
。
大
型
の
対
向
車
に
よ
る
す
れ
違
い
が
困
難
だ

っ
た
旧
道
の
大
矢
田
ト
ン
ネ
ル
よ
り
全
体
の
幅
が
約
３

メ
ー
ト
ル
広
が
り
、
歩
道
や
防
災
設
備
な
ど
が
整
備
さ

れ
る
な
ど
、
安
全
性
が
大
幅
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
か
え
で
保
育
園
の
年
長
児
に
よ
る
歌
や

踊
り
の
披
露
や
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く

す
玉
割
り
、
車
両
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
歓
迎
ム
ー
ド

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

「大矢田もみじトンネル」の
開通式典が行われました

5,873人（－63） 男2,884人（－41） 女2,989人（－22） 世帯2,755（＋16）
 ※２月末現在（　）は前年比人の動き

美
濃
美
濃
の
ま
ち
か
ら

の
ま
ち
か
ら
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こ
の
度
、
３
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
、

士
幌
町
役
場
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

　
昭
和
63
年
に
奉
職
以
来
、
35
年
に
渡
り

建
設
課
一
筋
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

建
設
行
政
に
携
わ
る
事
が
で
き
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
道
の
駅
の
整
備
や
耐
震
改

修
な
ど
、
時
々
の
施
策
に
沿
っ
た
多
く
の

建
物
や
事
業
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
職
場

の
先
輩
同
僚
に
も
恵
ま
れ
、
ご
指
導
ご
支

援
を
賜
り
、
職
責
を
努
め
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
在
職
中
に
皆
様
か
ら
賜
り
ま

し
た
教
訓
を
糧
に
、「
日
々
全
力
」と
い
う

心
情
を
胸
に
、
過
ご
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
士
幌
町
の
益
々

の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

前建設課
課長

田中　敏博

前保健福祉課
課長

藤村　延

前国民健康保険病院
総括科長

小野寺　誠二

　
こ
の
度
、
３
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
町
職
員
を

定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

　
昭
和
57
年
４
月
、
町
職
員
と
し
て
奉
職
さ
せ
て

い
た
だ
き
41
年
間
、
町
民
の
皆
様
、
職
場
を
は
じ

め
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
、
ご
協

力
に
よ
り
長
年
の
勤
務
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
出

納
係
、
総
務
課
、
消
防
署
、
教
育
委
員
会
、
保
健

福
祉
課
、
産
業
振
興
課
、
高
校
と
色
々
な
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
特
に
最
後
の
３
年

間
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
は
じ
め
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
に
対
し
、
ご
心
配
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、

ワ
ク
チ
ン
は
、
な
ん
と
か
大
き
な
事
故
も
な
く
、

希
望
さ
れ
る
60
歳
以
上
の
方
等
に
は
５
回
目
接
種

を
無
事
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
貴
重
な
経
験
を
次
の
人
生
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
士
幌
町
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
職
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
お
世
話
に
な

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
３
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
定

年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
12
年
の
奉

職
以
来
、
士
幌
町
国
民
健
康
保
険
病
院
で

理
学
療
法
士
と
し
て
23
年
間
、
勤
務
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
、
関
係

機
関
の
皆
様
は
じ
め
、
先
輩
同
僚
か
ら
の

温
か
い
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
何

と
か
そ
の
職
責
を
勤
め
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
在
職
中
に
賜
わ
り
ま
し
た
教

訓
を
生
か
し
、
次
の
人
生
を
過
ご
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
結
び
に
、
士

幌
町
の
益
々
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
ご
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
退
職
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

退職者（管理職）のご挨拶退職者（管理職）のご挨拶

町民皆様のご指導とご支援に心から感謝申し上げます
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■お問い合わせ　総合福祉センター内　保健福祉課地域包括支援センター　電話５－２１８８

健康・イキイキ・ライフ健康・イキイキ・ライフ

地域包括支援係　今　華苗

地域包括支援センターって？？

地域包括支援
センターって
何をする場所？ 　　高齢者とその関係者が　　高齢者とその関係者が

介護・医療・保険・福祉などの介護・医療・保険・福祉などの

　　　生活上の困りごとがある際に　　　生活上の困りごとがある際に

　　　　　　　　支援を行う　　　　　　　　支援を行う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合相談窓口総合相談窓口
　　　　　　　　　　です！　　　　　　　　　　です！

例えばこんな時…
⚫親が急に介護が必要になった、どうしよう…
⚫最近物忘れがひどくなってきたような、心配。
⚫介護サービスって何？どうしたら良い？

⚫介護予防のために運動教室って何かある？
⚫外出することが減り、引きこもりがちになっている。
⚫近所に１人暮らしの方がいて心配。

⚫お金の管理に自信がなくなってきた。
⚫悪質商法、オレオレ詐欺の被害にあわないために
⚫隣から大きな声や音がして心配 困ったときには

包括へ !!
いつでもお気軽に
ご相談ください！
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『バレンタインデーに特別献立を提供！』
　今回、町民全員に配布のありました飲食店専用クーポン券の特養入
居者様への活用として、２月14日に道の駅ピア21しほろの「にじい
ろ食堂」にシーフードグラタンとパンナコッタの調理を依頼し、ホー
ムの昼食に提供しました。栄養価の高い牛乳・乳製品と士幌産食材を
使用した料理であり、入居者の皆様が食べやすいように食材の大きさ、
固さにも十分配慮をしていただいたホーム特注の特別献立となりました。
　入居者様は、焼きたての香ばしいにおいと味のグラタンと、士幌産ハスカップソースがかかっ
たパンナコッタを食べ大変美味しいと喜ばれました。コロナ禍で外出・外食機会がない入居者様

にとってホームにいながら外食気分を少し
でも味わうことができたのではないかと思
っています。
　現在も感染症が続いており平時には戻れ
ていませんが、行事を通してホームの中で
も季節を感じ、楽しんでいただけるよう取
り組んでいきたいと考えています。

連絡先　認定こども園なかよし　幼児教育課　電話５－２３６４　（相談専用）電話５－２５０２

連絡先　特別養護老人ホームほほえみ　電話５－２４１６

特養だより

自信をもって、あなたらしく� 認定こども園長　渋谷　浩
　３月に卒園証書を手にした年長児さんは、４月からはピカピカの小学校１年生と
なります。
　振り返りますと、今年の卒園児は以上児クラスで過ごした３年間は“コロナ禍”に
見舞われた期間でした。また今まで当たり前のようにしてきたことが、できなくなってしまった
ことがたくさんあった３年間でもありました。それでも、「できることを、できるかたちで」と保
護者、先生方が知恵と工夫を重ね、全力で乗り越えてきました。誇らしげに卒園証書を手にした
皆さんは、とっても大きく成長した姿を見せてくれました。
　これからの時代は「予測困難」と言われています。今回の“コロナ禍”のように、新たな課題に直
面しても「生き抜く力」が求められます。そのためには「自分なりの考えをもつこと（個別最適な学
び）」と「仲間と力を合わせること（協働的な学び）」が大切です。
　皆さんが「自信をもって、あなたらしく」小学校へ元気に通うことを、先生方もお父さんお母さ
んも士幌のみんなも、全員が願っています。ファイト！オー！！ 

【コロナ禍を乗り越えて、たくましく羽ばたく、らいおん組とぞう組の子どもたち】

25 広報しほろ� 2023�.�4



●国民健康保険病院　電話５－２１０６

病院病院だよりだより病院病院だよりだより

医療連携・相談室について
	 総看護師長　福田　尚恵　

　国では2025（令和7）年を目処に地域包括ケアシステムの構築を推進しています。
　地域包括ケアシステムとは要介護状態となっても、住み慣れた地域で自分らしい生活を最後
まで続けることができるよう地域内で助け合う体制のことで、「時々入院、ほぼ在宅」というこ
とが推奨されています。
　このような中、スムーズな入退院支援や在宅移行支援を行うことが今後の病院看護の役割と
なっています。
　当院では、独居の方、ご家族の都合で在宅へ戻れない方、医療処置があり在宅や特老へ戻れ
ない方など、お一人おひとりの意思決定を支援し、最善と考える方向性をご本人様やご家族様、
他職種と調整し状態に合わせて柔軟にご対応する窓口として、令和５年４月より医療連携・相
談室を準備します。
　看護師２名を配置し、医療施設との「前方連携」、「後方連携」、町民の皆様からの「ご相談や
ご要望」に応えていきたいと考えています。「前方連携」とは患者様が医療機関に受診・入院す
る際に行う連携のことで、「後方連携」とは、患者さんの退院後の生活を過ごしやすくするため
に行う連携のことです。
　地域の各医療施設と協力し、質の高い継続性のある医療を提供するため、地域の病院や介護
施設等とのパイプ役として活動します。

　医療連携・相談室を通し、町民の皆様の色々な医療相談にご対応させていただきながら、今後
ますます高齢化と慢性疾患高齢者が増えていくことが予測される士幌町にとってどのような病院
のあり方が望ましいのか、どのような形で医療を継続させていくことが良いことなのか、町民の
皆様と一緒に考えていく場としたいと思っています。どうぞよろしくお願いします。
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安
全
・
環
境
だ
よ
り

安
全
・
環
境
だ
よ
り

子
ど
も
を
交
通
事
故

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　
春
先
は
小
学
校
低
学
年
の
児
童
が
道

路
に
飛
び
出
し
、
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
ご
家
庭
で

は
、
日
頃
か
ら
正
し
い
横
断
歩
道
の
渡

り
方
、
信
号
機
の
見
分
け
方
な
ど
交
通

ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
交
通
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
い
つ

子
ど
も
が
飛
び
出
し
て
く
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
す

ぐ
に
止
ま
れ
る
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
し
悲

惨
な
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

大
型
ご
み・小
型
家
電・

鉄・金
物
類
の
回
収

　
４
月
は
、
大
型
ご
み
・
小
型
家
電
・

鉄
金
物
の
回
収
月
で
す
。
ご
み
の
出
し

方
を
守
り
忘
れ
ず
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
大
型
ご
み

　
45
リ
ッ
ト
ル
の
指
定
袋
に
入
ら
な
い

物
は
大
型
ご
み
で
す
。
大
型
ご
み
シ
ー

ル
を
貼
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
長
さ
が
２
ｍ
、
重
さ
が
１
０
０
㎏
を

超
え
る
物
は
収
集
出
来
ま
せ
ん
）

●
小
型
家
電

　
45
リ
ッ
ト
ル
の
袋
に
入
る
、
コ
ン
セ

ン
ト
ま
た
は
電
池
を
使
用
す
る
電
化
製

品
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
鉄
・
金
物
類

　
透
明
・
半
透
明
の
袋
に
鉄
・
金
物
類

だ
け
を
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
袋
に
入
ら
な
い
大
き
な
鉄
・
金
物
類

（
例　
自
転
車
等
）は
大
型
ご
み
の
シ
ー

ル
を
貼
ら
ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
長
さ
が
２
ｍ
、
重
さ
が
１
０
０
㎏
を

超
え
る
物
は
収
集
出
来
ま
せ
ん
）

運
転
免
許
自
主
返
納
の
臨

時
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た

　

２
月
24
日
、
町
と
帯
広
警
察
署
は
、

役
場
に
て
運
転
免
許
自
主
返
納
臨
時
窓

口
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
は
、
帯
広

警
察
署
や
帯
広
運
転
免
許
試
験
場
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
手
続
き
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
帯
広
警
察
署
が

臨
時
窓
口
を
役
場
に
開
設
し
ま
し
た
。

運
転
免
許
の
自
主
返
納
と
同
時
に
身
分

証
明
書
に
も
な
る
運
転
経
歴
証
明
書
の

交
付
申
請
も
行
い
ま
し
た
。

今月のごみ指数� 単位：kg
令和５年２月分 前年同期 増減

燃やせるごみ 53,040 55,710 △4.8%

燃やせないごみ 8,750 9,370 △6.6%

合　　計 61,790 65,080 △5.1%

町民一人当たりのごみの量 5,873 10.5 5,936 11.0

資源ごみ 35,890 38,312 △6.3%

前
年
度
と
の

ご
み
発
生
量
の
比
較

　

２
月
は
前
年
度
と
比
較
し
て
ご
み
の

発
生
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
資
源
と
し
て
分
別
で
き
る
も
の
は
リ

サ
イ
ク
ル
業
者
等
へ
持
ち
込
む
な
ど
ご

み
の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ごみに関するお問い合わせは、町民課生活環境係（☎︎⑤５２３１）までお願いします。
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○年度始休業 ７日
○始業式・着任式・入学式 10日
○新入生対面式 11日
○海外文化交流学習会 12、20、26日
○級内意見発表（１年生） 13日
○必修クラブ 20日
○年度始総会・プロジェクト計画発表 28日
○授業参観・PTA 総会 29日

【４月の予定】※行事は全て予定です。

いま、士幌高校ではいま、士幌高校では
　弥生３月、旅立ちの季節です。
　今年も45名の卒業生たちが士幌高校を巣立っていきました。振り返ると、新型コロナウイルスの影響
で、密になりたいのに密になれない学校生活を強いられた３年間でしたが、皆で知恵を出し合い、互い
の創意工夫により、充実した学校行事の運営や有意義な高校生活となるよう努力を惜しまなかった３年
間でもありました。
　また、町民の皆様には今年度も大変お世話になり、ありがとうございました。次年度も引き続き、本
校の教育活動にご理解とご協力をお願いいたします。（３月６日現在）

◆３月１日（水）卒業証書授与式挙行
　本校体育館において、第70回卒業証書授与式を挙行しま
した。アグリビジネス科24名、フードシステム科21名、合
計45名の卒業生は皆、笑顔でそれぞれの進路に向けた旅立
ちの日を迎えることができました。お世話になった関係各位
には改めて感謝いたします。

３年１組　担任　米長　時正
〈卒業式を終えて一首〉
　　二十四の倍の瞳に笑顔咲く

� 今日寿
ことほ

ぎの空の青さよ

　彼等の新しいスタートラインとして、立派に送
り出すことができました。感謝感涙、胸一杯です。

３年２組　担任　山下　美登里
　不安な表情で迎えた入学式から３年が経ち、
いつまでも幼いと思っていた生徒たちでしたが、
いつしか大人の表情へと変化し、頼もしいと思
えるようになれたのも保護者の皆様の支えがあ
ったからだと感じています。３年間ありがとう
ございました。

ホームページや Facebook・Instagram でも紹介していますのでぜひご覧ください。

一人ひとりに手渡しで卒業証書を授与しました

アグリビジネス科

フードシステム科
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令
和
４
年
度
総
合
教
育
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
「
総
合
教
育
会
議
」は
、
地
方
公
共
団

体
の
長（
町
長
）と
教
育
委
員
会
が
十
分

な
意
思
疎
通
を
図
り
、
地
域
の
教
育
の

課
題
や
あ
る
べ
き
姿
を
共
有
し
て
、
よ

り
一
層
民
意
を
反
映
し
た
教
育
行
政
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る

会
議
で
す
。

　
２
月
27
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
髙
木
町
長
、
土
屋
教
育
長
、

教
育
委
員
４
名
が
出
席
し
て
本
年
度
の

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は「
士
幌
町
幼
保
小
中
高
連

携
教
育
の
推
進
」「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
お
け
る
取
組
」「
士
幌
高
校
の
振

興
策
」「
学
校
給
食
の
無
償
化
」の
４
点

の
現
状
や
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
担
当

職
員
か
ら
説
明
を
受
け
て
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
の
様

子
を
動
画
で
視
聴
す
る
と
と
も
に
、
教

育
研
究
所
に
新
設
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

部
会
の
取
組
に
よ
っ
て
各
学
校
に
お
け

る
活
用
が
着
実
に
広
が
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童

生
徒
な
ら
び
に
保
護
者
の
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
の
理
解
と
定
着
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
卒
業
生
・
教
職
員
と
保
護
者

の
み
の
卒
業
式
で
し
た
の
で
、
卒
業
式

の
雰
囲
気
を
知
ら
な
い
卒
業
生
や
２
年

生
に
は
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
式
を
通
し
た

卒
業
生
の
凛
と
し
た
姿
や
落
ち
着
い
た

振
る
舞
い
か
ら
、
中
学
校
３
年
間
で
心

身
と
も
に
立
派
に
成
長
し
た
こ
と
が
強

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
教
育
活
動
に
お
け
る
マ
ス

ク
着
用
の
考
え
方
が
見
直
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る

こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
活
動
制
限
も
緩
和
さ

れ
、
コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
活
発
に
動
き

回
っ
た
り
、
笑
顔
で
会
話
を
し
た
り
す

る
姿
が
ま
た
見
ら
れ
る
こ
と
を
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度

�

小
・
中
学
校
卒
業
式

　
中
央
中
学
校
は
３
月
15
日（
水
）、
小

学
校
３
校
は
３
月
24
日（
金
）に
令
和
４

年
度
の
卒
業
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
卒
業
式
は
感
染
防
止
対
策
が
緩

和
さ
れ
て
、
児
童
生
徒
と
教
職
員
に
つ

い
て
は
マ
ス
ク
な
し
を
基
本
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
に
つ
い
て
は

呼
び
か
け
や
合
唱
も
実
施
さ
れ
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
や
先
生
方
が
工
夫
を
こ
ら

し
た
心
温
ま
る
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
マ
ス
ク

着
用
や
来
賓
の
皆
さ
ん
の
参
加
自
粛
な

ど
、
コ
ロ
ナ
前
に
は
ま
だ
戻
っ
て
い
な

い
面
も
あ
る
今
年
の
卒
業
式
と
な
り
ま

し
た
。

　
中
学
校
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
コ

ロ
ナ
の
急
速
な
感
染
拡
大
が
始
ま
り
慌

た
だ
し
い
中
で
小
学
校
を
卒
業
し
て
、

中
学
校
生
活
で
も
臨
時
休
校
や
行
事
の

中
止
や
縮
小
な
ど
の
活
動
の
制
限
、
そ

し
て
、
日
常
的
な
マ
ス
ク
の
着
用
も
あ

り
、
何
か
と
不
自
由
な
学
校
生
活
が
続

い
て
き
ま
し
た
。
感
染
状
況
も
移
り
変

わ
り
、
３
年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
修

学
旅
行
や
部
活
動
の
大
会
な
ど
も
予
定

通
り
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
で

す
が
思
い
出
も
増
え
て
卒
業
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
式
は
感
染
対
策
の
た
め
、
１
年
生
は

リ
モ
ー
ト
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、

２
年
生
や
保
護
者
が
見
守
る
中
、
卒
業

生
が
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
入
場
し

て
式
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
卒
業
生
一
人

ひ
と
り
が
校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
を

受
け
取
る
姿
や
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が
と

て
も
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

の教

窓育

士幌町教育委員会
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町 
民

文
芸

俳
　
句

・
夢
の
せ
て
車

く
る
ま

の
周
囲
風
光
る

�

和
田
　
節
女

川
　
柳

・
命
か
け
世
界
平
和
に
な
る
日
ま
で

�

和
田
　
節
子

短
　
歌

・
朝
早
や
に
北
の
空
に
は
気
球
が
飛
び
久
し
ぶ
り
に
と
刻
を
忘
れ
て

�

清
水
さ
よ
子

・
凍
る
夜
湯
ぶ
ね
に
ゆ
っ
た
り
浸
る
と
き
地
震
の
被
災
者
ま
ぶ
た
に
浮
か
ぶ

�

三
木
　
悦
子

次
回
は
、
み
ど
り
の
菅
野
澪
さ
ん
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
拓
也
さ
ん
か
ら
澪

さ
ん
へ
一
言
。「
が
ん
ば
れ
」

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

◆
家
族
構
成
◆

　

単
身

◆
士
幌
で
好
き
な
も
の
◆

　

ス
ナ
ッ
ク　

田
園

◆
旅
行
に
行
く
と
し
た
ら
？
◆

　

沖
縄
（
海
に
行
き
た
い
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
拓
也
さ
ん
は
帯
広
市
出
身
。
市
内
の
中
学

校
を
卒
業
後
、
士
幌
高
等
学
校
フ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
科
へ
進
学
し
ま
し
た
。
進
路
に
悩
み
、

ク
ラ
ス
の
中
で
も
最
後
ま
で
決
ま
っ
て
い
な

か
っ
た
と
こ
ろ
、
就
職
説
明
会
で
株
式
会
社

北
海
道
フ
ー
ズ
に
出
会
い
ま
し
た
。

　「
正
直
、
待
遇
面
に
ひ
か
れ
た
と
こ
ろ
が

少
し
は
あ
る
」と
笑
う
拓
也
さ
ん
で
す
が
、

高
校
で
食
品
加
工
や
流
通
を
学
ん
だ
こ
と
も

あ
り
、
士
幌
町
で
就
職
す
る
こ
と
を
決
断
し

ま
し
た
。

　
現
在
は
、
調
理
食
品
部
に
在
籍
し
、
コ
ロ

ッ
ケ
の
製
造
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
製
造
機
械
の
種
類
も
多
く
、
点
検
や
整
備

な
ど
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
機

械
で
の
作
業
は
大
き
な
ケ
ガ
に
つ
な
が
る
恐

れ
も
あ
り
、
ま
た
安
心
安
全
な
食
品
を
提
供

す
る
者
と
し
て
、
何
事
も「
安
全
」を
第
一
に

心
が
け
て
、
日
々
仕
事
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

　
趣
味
は
旅
行
。
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
り
、
景
色
を
眺
め
た
り
す
る
の
が
好
き

だ
と
か
。

　
ま
た
最
近
の
お
う
ち
時
間
で
ハ
マ
っ
た

Ｎ
ｅ
ｔ
ｆ
ｌ
ｉ
ｘ
Ⓡ

で
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ

ず
色
々
な
映
画
を
見
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
い
つ
か
は
沖
縄
へ
行
っ
て
み
た
い
！
」と

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
計
画
を
立
て
て
い
る
拓

也
さ
ん
で
し
た
。

新
生

�

小お

倉ぐ
ら

　
拓た

く

也や

　
さ
ん

安
全
第
一

ハ
ン
ド
メ
イ
ド

�

フ
ェ
ル
ト

�

青
木
ひ
と
み
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【児童書】
ごみしゅうしゅうしゃのぽいすけく
ん	 （鎌田歩）
さかなくん	 （しおたにまみこ）
どこでもタクシー	 （鈴木まもる）
ぴょん	 （高畠純）
おばけのかわをむいたら
	 （たなかひかる）
カモシカとしょかん	 （水上悦子）
フライパンヤァ	 （加藤休ミ）
ロボットは泣くのか？
	 （佐藤まどか）
作ろう！フライドチキンの骨格標本
	 （志賀健司）
これからも、リッキーといっしょ
	 （片山優子）
食いねぇ！お寿司まるごと図鑑
	 （阿部秀樹）
神永くんは知っている	（神戸遥真）

【一般書】
朝星夜星	 （朝井まかて）
地図と拳	 （小川哲）
ゆうべの食卓	 （角田光代）
弁当屋さんのおもてなし　１－６
	 （喜多みどり）
真珠とダイヤモンド	 （桐野夏生）
最後のひと	 （松井久子）
婚活食堂　８	 （山口恵以子）
方舟	 （夕木春央）
永田町動物園	 （亀井静香）
アイヌ力よ！	 （宇梶静恵）
検証ウクライナ侵攻１０の焦点
	 （朝日新聞取材班）
わが子、夫、妻…。大切な家族が
「適応障害」と診断されたとき読む
本	 （浅井逸郎）
徹底カラー図解新世代の自動車の
しくみ	 （野崎博路）

★�鬼滅の刃�ノベライズ�８�カナヲと無一
郎！命をかけた闘い編�（はのまきみ）
　鬼舞辻無惨の根城、無
限城にて、上弦の鬼と戦う
鬼殺隊。伊之助とカナヲは
家族の仇である上弦の弐・
童磨の強力な血鬼術にお
そわれ絶体絶命に。城内
では、無一郎と実弥が上弦の壱・黒死
牟と交戦し…。コミックスのノベライズ。

★まるごとバナナが、食べきれない
� （大久保佳代子）
　家族、恋愛、友情、仕
事、そして一人で生きる
こと…。オアシズ・大久
保佳代子の半世紀、特に
人生の分岐点であった４０
代を、食の思い出を通し
てユーモラスに描いたエッセイ集。	
『Ｍａｒｉｓｏｌ』連載を大幅に加筆修正。

したしみ図書館（総合研修センター内　電話５－２２８１）【開館時間】10 ： 00～18 ： 00
https://www.lics-saas.nexs-service.jp/shihoro/webopac/index.do

★
善
意
に
感
謝
し
ま
す
★

寄
附
・
寄
贈

▼
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
基
盤
づ

く
り
に
関
す
る
事
業

佐
々
木　
八
重
子
さ
ん（
新
栄
）30
万
円

丹
治　
旭
さ
ん（
佐
倉
南
区
）�

10
万
円

辻
本　
喜
弘
さ
ん（
西
上
）�

20
万
円

《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
》

和
田　
晴
男
さ
ん（
佐
倉
南
区
）

�

テ
ィ
ッ
シ
ュ
他

ア
ト
リ
エ
会�

い
も
、
豆
他

新
田
老
人
ク
ラ
ブ�

石
け
ん

千
葉　
公
雄　
さ
ん（
栄
進
）�

米

中
川　
　
敏
さ
ん（
中
央
）�

ス
リ
ッ
パ

士
幌
町
肉
牛
振
興
会�

し
ほ
ろ
牛

《
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》

辻
本　
喜
弘
さ
ん（
西
上
）�

10
万
円

大
西　
住
子
さ
ん（
中
士
幌
南
）�

10
万
円

丹
治　
旭
さ
ん（
佐
倉
南
区
）�

10
万
円

★
お　
く　
や　
み
★

戸
田　
一
郎
さ
ん（
91
歳
）�

平　
原

木
村　
ナ
ツ
子
さ
ん（
１
０
１
歳
）

�

中
士
幌
新
南

田
中　
早
苗
さ
ん（
58
歳
）�

西
居
辺

富
樫　
豊
さ
ん（
74
歳
）�

中
士
幌
東
団
地

髙
島　
時
江
さ
ん（
76
歳
）�

い
こ
い

大
西　
金
助
さ
ん（
93
歳
）�

中
士
幌
南

大
野　
昭
子
さ
ん（
90
歳
）�

士
幌
南
旭
区

★★今月の休館日★★
4、 11、 18、 25日
（毎週火曜日）

山
内　
と

子
さ
ん（
83
歳
）�

士
幌
北
一
区

★
お　
誕　
生
★

加
納　
れ
あ

ち
ゃん　
　
周　
さ
ん�

み
ど
り

（
２
月
28
日
生
）　
由
希
子
さ
ん

森
本　
栄え
い
司じ

ち
ゃん　
銀　
次
さ
ん�

神　
苑

（
３
月
３
日
生
）　
奈　
那
さ
ん

�

（
３
月
15
日
受
付
分
ま
で
）

2023町民総合情報紙および町民便利帳を発行

　「2023町民総合情報紙」「町民便利帳」を
発行し、町内全戸に配布しました。
　従来の町民総合情報紙のうち「町民便利帳」
については、カラー版とし隔年発行に変更と
なります。
　町民総合情報紙の「教えて今年の仕事」と

「生涯学習ガイド」については、これまでと
同様に毎年発行となります。
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この広報誌は、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を
伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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４月暮らしのカレンダー
日にち 行　　　　　　　事 場所
１土
２日

３㊊

9:00～ 11:00 妊産婦・子育て相談・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～ 11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆10:00～ 11:00 ぴよぴよ広場 中児
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

４㊋

☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
10:30～ 11:30 スマイル教室 保セ
13:00～ 16:30 よすが子育て相談 福セ
13:00～ 14:00 ふまねっと タウン
13:15～ 13:30 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児
15:45～ 16:00 受付 予防接種 国保

（二種混合・日本脳炎）

５㊌ ☆ 9:30～ 11:30 のびのびの日 認定こ
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

６㊍
受付時間は個別通知 もぐもぐ教室 保セ

☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

７㊎

9:00～ 9:30 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
10:30～ 11:00 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～ 13:30 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児
８土
９日

10㊊

9:00～ 11:00 妊産婦・子育て相談・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～ 11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
13:00～ 14:00 ふまねっと タウン

☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

11㊋
☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
13:00～ 16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

12㊌

☆ 9:30～ 11:30 のびのびの日 認定こ
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児
13:15～ 13:30 受付 予防接種 保セ

（ＢＣＧ・麻しん風しん混合）
15:45～ 16:00 受付 予防接種 国保

（二種混合 ・日本脳炎）

13㊍ ☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

14㊎

9:00～ 9:30 受付 まる元運動教室 保セ
9:00～ 11:30 赤ちゃん相談 福セ

☆ 9:30～ 11:30 わんぱくの日 認定こ
10:30～ 11:00 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～ 13:30 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児
15土 13:00～ 14:00 ふまねっと 中士幌

保セ →町民保健センター
福セ →総合福祉センター
中児 →中士幌児童ステーション
認定こ→認定こども園なかよし

国保 →国保病院
中士幌→中士幌地区公民館
タウン→タウンプラザ
総研 →総合研修センター
コミセン→コミュニティセンター

【凡　例】

日にち 行　　　　　　　事 場所
16日

17㊊ 9:00～ 11:00 妊産婦・子育て相談・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～ 11:30 ちびっこ広場 認定こ

18㊋

☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
13:00～ 14:00 ふまねっと タウン
13:00～ 16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

19㊌
受付時間は個別通知 むし歯予防教室 保セ

☆ 9:30～ 11:30 のびのびの日 認定こ
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

20㊍ 受付時間は個別通知 乳児健診 保セ
☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児

21㊎

9:00～ 9:30 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～ 11:30 おひさまの日 認定こ
☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
10:30～ 11:00 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～ 13:30 受付 まる元運動教室 保セ
13:15～ 13:30 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児
15:45～ 16:00 受付 予防接種 国保

（二種混合・日本脳炎）
22土
23日

24㊊

9:00～ 11:00 妊産婦・子育て相談・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～ 11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

25㊋
☆ 9:30～ 11:30 なかよくあそぼ 中児
13:00～ 16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

26㊌

9:30～ 11:00 おっぱい相談（要予約） 福セ
☆ 9:30～ 11:30 のびのびの日 認定こ
13:15～ 13:30 受付 予防接種 保セ

（ＢＣＧ・麻しん風しん混合）
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

27㊍ ☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

28㊎

9:00～ 9:30 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
10:30～ 11:00 受付 まる元運動教室 保セ
13:00～ 13:30 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～ 15:30 ごごの広場 中児
29土 昭和の日
30日

※�子育て支援は０歳児から就学前のお子さんを持つ家庭の方が対象です。また、キッズ ･クラブは会員登録制です。☆印のお問い合わせや子育ての相談
は子育て支援センター（電話７－４１０２）または認定こども園なかよし（電話５－２５０２）まで

※�まる元運動教室は、地域包括支援センター（電話５－２１８８）にご相談ください。
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